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平成２４年第１回紀の川市議会定例会 第１日 

 

       平成２４年 ２月２４日（金曜日） 開 議 午前 ９時２６分 

                        散 会 午後 ２時０９分 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程（第１号） 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  諸般の報告 

 日程第４  諮問第  １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

       諮問第  ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

       諮問第  ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

       諮問第  ４号 人権擁護委員候補者の推薦について 

       議案第  １号 田中財産区管理委員の選任について 

       議案第  ２号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ３号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ４号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ５号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ６号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ７号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ８号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第  ９号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第 １０号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第 １１号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第 １２号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第 １３号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第 １４号 竜門財産区管理委員の選任について 

       議案第 １５号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 １６号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 １７号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 １８号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 １９号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 ２０号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 ２１号 南北志野財産区管理委員の選任について 

       議案第 ２２号 静川財産区管理委員の選任について 

       議案第 ２３号 静川財産区管理委員の選任について 
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       議案第 ２４号 静川財産区管理委員の選任について 

       議案第 ２５号 紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条 

               例の制定について 

       議案第 ２６号 紀の川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁 

               償に関する条例の一部改正について 

       議案第 ２７号 紀の川市税条例の一部改正について 

       議案第 ２８号 紀の川市消防団条例の一部改正について 

       議案第 ２９号 紀の川市消防委員会条例の一部改正について 

       議案第 ３０号 紀の川市印鑑条例の一部改正について 

       議案第 ３１号 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部 

               改正について 

       議案第 ３２号 紀の川市国民健康保険税条例の一部改正について 

       議案第 ３３号 紀の川市介護保険条例の一部改正について 

       議案第 ３４号 紀の川市営住宅条例の一部改正について 

       議案第 ３５号 紀の川市下水道排水設備指定工事店条例の一部改正につ 

               いて 

       議案第 ３６号 紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河 

               北河南水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定に 

               ついて 

       議案第 ３７号 紀の川市簡易水道事業設置条例の一部改正について 

       議案第 ３８号 紀の川市簡易水道事業給水条例の一部改正について 

       議案第 ３９号 紀の川市コミュニティ施設条例の一部改正について 

       議案第 ４０号 紀の川市公民館条例の一部改正について 

       議案第 ４１号 平成２３年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）につ 

               いて 

       議案第 ４２号 平成２３年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               補正予算（第２号）について 

       議案第 ４３号 平成２３年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補 

               正予算（第３号）について 

       議案第 ４４号 平成２３年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算 

               （第２号）について 

       議案第 ４５号 平成２３年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予 

               算（第２号）について 

       議案第 ４６号 平成２３年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算 

               （第３号）について 

       議案第 ４７号 平成２３年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別 
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               会計補正予算（第２号）について 

       議案第 ４８号 平成２３年度紀の川市農業集落排水事業特別会計補正予 

               算（第２号）について 

       議案第 ４９号 平成２３年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算 

               （第２号）について 

       議案第 ５０号 平成２３年度紀の川市池田財産区特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

       議案第 ５１号 平成２３年度紀の川市田中財産区特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

       議案第 ５２号 平成２３年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別 

               会計補正予算（第２号）について 

       議案第 ５３号 平成２３年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号） 

               について 

       議案第 ５４号 平成２３年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第 

               １号）について 

       議案第 ５５号 平成２４年度紀の川市一般会計予算について 

       議案第 ５６号 平成２４年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               予算について 

       議案第 ５７号 平成２４年度紀の川市土地取得事業特別会計予算につい 

               て 

       議案第 ５８号 平成２４年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予 

               算について 

       議案第 ５９号 平成２４年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特 

               別会計予算について 

       議案第 ６０号 平成２４年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につ 

               いて 

       議案第 ６１号 平成２４年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算に 

               ついて 

       議案第 ６２号 平成２４年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算につ 

               いて 

       議案第 ６３号 平成２４年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別 

               会計予算について 

       議案第 ６４号 平成２４年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算に 

               ついて 

       議案第 ６５号 平成２４年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算につい 

               て 
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       議案第 ６６号 平成２４年度紀の川市池田財産区特別会計予算について 

       議案第 ６７号 平成２４年度紀の川市田中財産区特別会計予算について 

       議案第 ６８号 平成２４年度紀の川市長田竜門財産区特別会計予算につ 

               いて 

       議案第 ６９号 平成２４年度紀の川市竜門財産区特別会計予算について 

       議案第 ７０号 平成２４年度紀の川市南北志野財産区特別会計予算につ 

               いて 

       議案第 ７１号 平成２４年度紀の川市飯盛財産区特別会計予算について 

       議案第 ７２号 平成２４年度紀の川市静川財産区特別会計予算について 

       議案第 ７３号 平成２４年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別 

               会計予算について 

       議案第 ７４号 平成２４年度紀の川市調月財産区特別会計予算について 

       議案第 ７５号 平成２４年度紀の川市丸栖財産区特別会計予算について 

       議案第 ７６号 平成２４年度紀の川市平池財産区特別会計予算について 

       議案第 ７７号 平成２４年度紀の川市水道事業会計予算について 

       議案第 ７８号 平成２４年度紀の川市工業用水道事業会計予算について 

       議案第 ７９号 土地の処分について 

       議案第 ８０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

       議案第 ８１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定についての 

               認定について 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程（第１号）のとおり 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席議員（２３名） 

  １番 榎 本 喜 之   ２番 室 谷 伊 則   ４番 川 原 一 泰 

  ５番 吉 田 隆三郎   ６番 阪 中   晃   ７番 松 本 哲 茂 

  ８番 上 野   健   ９番 杉 原   勲  １０番 高 田 英 亮 

 １１番 寺 西 健 次  １２番 堂 脇 光 弘  １３番 田 代 範 義 

 １４番 石 井   仁  １５番 森 田 幾 久  １６番 井 沼 武 彦 

 １７番 今 西 敏 文  １８番 竹 村 広 明  １９番 岡 田   勉 

 ２０番 坂 本 康 隆  ２１番 大 森 道 夫  ２２番 亀 岡 雅 文 

 ２３番 村 垣 正 造  ２４番 西 川 泰 弘 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○欠席議員（１名） 

  ３番 原   延 治 
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    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のために出席した者の職氏名 

  市  長     中 村 愼 司    副市長      田 村   武 

  市長公室長    橋 口   順    企画部長     東   秀 明 

  総務部長     竹 中 俊 和    市民部長     北 林 佳 髙 

  地域振興部長   西 本 靜 代    保健福祉部長   藤 戸 敏 成 

  農林商工部長   林   信 良    建設部長     阪 口 政 弘 

  会計管理者    山 本 卓 司    水道部長     今 井 辰 巳 

  国体対策局長   奥 谷 敏 夫    教育長      松 下   裕 

  教育部長     尾 崎 茂 晴    総務部財政課長  森 本 浩 行 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

  事務局長     永 田 博 敏    議事調査課長   藤 井 節 子 

  議事調査課課長補佐  岩 田 和 久    議事調査課係長  田 中 啓 吾 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（開会 午前 ９時２６分） 

○議長（西川泰弘君） おはようございます。 

 議員各位には平成２４年第１回紀の川市議会定例会に出席をいただき、厚く御礼を申し

上げます。 

 それでは、地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しておりますので、これより

平成２４年第１回紀の川市議会定例会を開会いたします。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 本定例会には、平成２４年度各会計予算をはじめ、条例の制定、改正等多数上程されて

おります。議員各位の御協力のもと、円滑な議会運営に努めますので、よろしくお願いい

たします。 

 なお、３番 原 延治議員より病気療養のため、本定例会を欠席したい旨の届け出があ

りましたので、御報告いたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１番 榎本喜之君、２

番 室谷伊則君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月１４日、議会運営委員会を開催していただき、

議会運営について御協議をいただいております。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期予定表のとおり、本日から３月２３日までの２

９日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から３月２３日までの２９日間に決定いたしまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 諸般の報告 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 報告１、議員派遣について 

 去る２月１日、２日、議会広報編集特別委員会が滋賀県甲賀市議会と愛知県武豊町議会

へ「議会広報づくり全般について」の視察研修を行うことを地方自治法第１００条第１３

項及び会議規則第１５９条の規定により、議長において承認しておりますので、報告いた

します。 

 また、その視察の概要を議会広報編集特別委員会委員長から報告していただきます。 

 議会広報編集特別委員会委員長 竹村広明君。 

○１８番（竹村広明君）（登壇） おはようございます。それでは、議会広報編集特別委

員会視察研修の報告をさせていただきます。 

 議会広報編集特別委員会は、去る２月１日から２日、滋賀県甲賀市議会と愛知県武豊町

議会へ視察研修を行いましたので、その概要を報告いたします。 

 甲賀市は、平成１６年１０月、５町による合併で誕生した市であり、人口約９万４，０

００人、面積４８１．６９平方キロで、本市の２倍以上の広さであります。最近では、新

名神高速道路の開設に伴い、京阪神地区地域や名古屋、東京方面への交通や自動車交通の

利便性を格段に向上し、ますます発展が期待できる地域であります。 

 甲賀市議会では、議会広報特別委員会の８人のメンバーが中心となり、議会だよりを発

行し、一般質問の記事の原稿は本市同様、各質問者が作成を行っており、相対的に「議会

言葉」ではなく、わかりやすく、親しみのある紙面づくりを心がけているとの説明を受け

ました。また、毎日新聞社主催の近畿広報紙コンクールにおいて、本年度は優秀賞を受賞

されるなど、これからもお互いによきライバルとして「グランプリ」を目指し、議会をよ

りわかりやすく広報することを約束いたしました。 

 次に、武豊町は愛知県の知多半島にあり、人口約４万３，０００人、面積が２５．８１

平方キロのまちであります。 

 武豊町の議会だよりは、６名の委員で構成する特別委員会で編集され、発行の時期が定

例会の翌月１５日としているため、編集作業は定例会と並行して進めるなどスケジュール

的には非常に厳しく、写真や議案審査の記事は事務局で行っているとの説明でした。一般

質問の原稿は各質問議員が、みずから作成しているとのことでした。 

 平成２２年７月より、全面カラー刷りとしたため、写真が映え、とても明るい広報とな

っています。また、毎年、県町村議会議長会主催の広報クリニックにおいて、講師より診

断とアドバイスを受け、スキルアップを図っているそうです。 

 昨年制定された議会基本条例との兼ね合いもあり、住民参加の住民の声を反映する議会

だよりにしていくことが一番の課題であると、委員長の言葉でした。 

 今回の視察を終え、感じたことは、どちらも紙面からは議員一人一人の「伝えよう」と

いう意識、意欲が伝わってくる広報となっており、そんな編集委員の生の声が聞け、大い
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に参考になりました。 

 以上が研修内容ですが、詳しい資料は事務局に保管しておりますので、御参考にしてい

ただきたいと思います。 

 以上で、議会広報編集特別委員会県外視察研修の概要報告を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（西川泰弘君） 報告２、大韓民国西帰浦市より姉妹都市締結５周年の記念として

招聘を受け、２月８日から３日間、紀の川市訪問団が表敬訪問を行いました。 

 なお、前定例会で議決された派遣議員のうち、井沼武彦君にかわり上野 健君を派遣し

ましたので、報告いたします。 

 それでは、訪問の概要を訪問団副団長の村垣副議長から報告願います。 

 副議長 村垣正造君。 

○２３番（村垣正造君）（登壇） 改めまして、おはようございます。西帰浦市の議員派

遣について、報告させていただきます。 

 国際姉妹都市である韓国西帰浦市から、姉妹都市締結５周年を記念して、今後、さらに

発展的な交流方策の協議及び両市の友好促進のため招聘を受け、去る２月８日、９日、１

０日の３日間、市長を団長に私が副団長となり、市議会議員１０名及び市長ほか市職員の

計１５名で、西帰浦市を訪問してまいりました。 

 まず、済洲特別自治道議会を訪問し、議長及び議会運営委員長との会談を行いました。 

 済洲特別自治道は、チェジュ市と西帰浦市の２市で構成されておりますが、議会として

は市の議会はなく、済洲特別自治道議会となります。議会の構成は、議長１名、副議長２

名、議員定数が４１名であるとのことでした。会談のあと、議会議事堂見学をいたしまし

た。すべての議席にパソコンが設置されており、議案書等はパソコン画面で用意され、ペ

ーパーレスとなっているとの説明でした。また、傍聴席にもわかりやすい大きな液晶表示

板が設置されており、ＩＴ化された議事堂という印象でした。 

 次に西帰浦市を訪問し、昨年の１２月に新たに市長に就任された金市長ほか、市の幹部

職員と意見交換し、西帰浦市・紀の川市ともに今後ますますの交流事業を推進することを

確認しました。 

 そのほか、特に印象に残った訪問先と研修を報告いたします。 

 まず、済洲ワールドカップ競技場を視察いたしました。西帰浦市は、観光とともにスポ

ーツのメッカを目指しており、その中心的な施設となるものです。 

 農業関係では、ミカン博物館を視察いたしました。ミカンは近年、生産過剰ぎみで、昨

年は４６万トンの生産量で、最近はデコポン等の生産も盛んとのことでした。 

 また、海産物や日用品の店が軒を並べる東門市場を見学しました。世界自然遺産に選ば

れた豊富な観光資源を生かし、環境保護と経済成長の調和を図りながら、観光都市を目指

す西帰浦市の発展は、目をみはるものがあり、我が紀の川市も参考にすべきことが多くあ

ると感じました。 
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 なお、詳しい資料については事務局に保管しておりますので、必要な方はごらんいただ

きたいと思います。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（西川泰弘君） その他の報告については、お手元にお配りしておりますので、御

了承賜りたいと思います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 諮問第  １号 人権擁護委員候補者の推薦について から 

      議案第 ８１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について  

              まで 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 次に、日程第４、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につい

てから、議案第８１号 辺地に係る公共施設の総合整備計画の策定についてまでの８５件

を一括議題といたします。 

 提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長 中村愼司君。 

○市長（中村愼司君）（登壇） 改めまして、おはようございます。 

 近年にない厳しい寒波も、今週に入り少しは緩んできたように思われますが。 

 本日、平成２４年第１回紀の川市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には

何かと御多用のところ、御参集をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 最初に、旧年中に発生いたしました各自然災害等への対応について、市民の皆様、また

議員の方々から御支援と御協力いただきましたことに対し、深甚なる感謝を申し上げたい

と思います。 

 平成２４年は復興元年と言われていますように、紀の川市はもちろんのこと、和歌山県

また日本の復興に対し、市としても強い決意をもって支援し、さらに皆様から御協力をい

ただきながら、「力強い日本」によみがえるよう、一日も早い復興を願っておるところで

あります。 

 さて、世界に目を向けますと、昨年は中東諸国の長期強権政治に対する民主革命、先進

国での失業問題や格差問題、またヨーロッパ金融危機の波及に伴った経済の減速懸念と円

高、そしてアメリカがアジアへ積極的に関与を深めるなど、世界の情勢等が大きく揺れ動

いた年でもありました。また、アジアをはじめ、世界各地で予想をはるかに超える自然災

害が発生いたしました。 

 タイの大洪水は、日本の進出企業が浸水等の被害により操業が停止するなど、多大な影

響を受け、日本国内の経済状況は一時混迷を来すこととなりました。 

 また、国内では、震災等の復興がおくれている状況の中で、東北地方を中心に、２月初

旬からの「平成１８年豪雪」に匹敵する記録的な積雪により、日本各地で多くの方が落雪
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等の犠牲となり、公共交通機関等も大きく乱れるなど、改めて自然災害の脅威を思い知ら

され、防災対策の重要性を再認識したところであります。 

 そのような中、平成２４年第１８０回通常国会が開催されましたが、国会情勢は混沌と

している中、震災等による被災地の復旧・復興をはじめ、消費税増税を含む社会保障と税

の一体改革や、年金、円高、ＴＰＰ、普天間基地移転など課題が山積いたしております。 

 今後の国の動向を見守り、紀の川市としてよりよい方向性を皆様と検討させていただき、

魅力あるまちづくりに邁進していきたいと考えております。 

 前置きが長くなりましたが、議案の説明に先立ち、平成２４年度予算編成に当たり、私

の市政運営に対する所信の一端を申し上げ、議員並びに市民の皆様方の一層の御理解と御

協力をお願い申し上げる次第であります。 

 本年も、まず「安全・安心なまちづくり」を最重点事業におき、橋梁の点検と主要幹線

道路の整備のほか、子どもたちが安心して学ぶことができるように、市内全校の耐震化整

備を進めていくとともに、小学校を卒業するまでの子どもの医療費無償化など、ゆとりを

もって子育てができる環境づくりを目指してまいります。 

 また、財政状況は依然と厳しい中ではありますが、英知を結集し、底力を出して「合併

してよかった、紀の川市に住んでよかった」と心から誇りを持てるような「魅力あるまち

づくり」に誠心誠意、取り組むとともに、長期総合計画の「協働」「人づくり」「基盤づ

くり」「環境づくり」「行財政」の５つの政策目標を柱に、また私が掲げた６つの公約

「安全・安心・心ゆたかなまちづくり」「生活基盤の整備」「健康・福祉の充実」「農

業・産業の活性化」「教育の振興」「景気対策」の実現のために、市民の皆様方の御意見

に耳を傾けながら、また、市議会の皆様とともに、御協力をいただきながら市政運営に邁

進したいと考えております。 

 それでは、平成２４年度当初予算（案）について、説明をさせていただきます。 

 平成２４年度当初予算は、実効性のある施策の優先的な実施とその土台となる行財政改

革への取り組みを強化し、中・長期的な展望に立った財政計画に基づき、昨年度と同じく

本年度も「予算総額管理配分方式」をとるとともに、限られた財源の中で直面する諸課題

に対応するというめり張りのある予算編成としてまいります。 

 平成２４年度当初予算額は、一般会計３３２億８，０００万円、特別会計１７５億７，

７６６万円、公営企業会計２１億２，２０６万１，０００円、全会計合わせますと５２９

億７，９７２万１，０００円であります。 

 なお、一般会計におきましては、平成２３年度と比較して２２億８，０００万円、率に

して７．４％の増加となっております。これは、特に小学校の耐震化、粉河中学校の移転

改築、新庁舎建設が主な要因であります。私の信念である安全・安心な市民生活の確保に

向け、紀の川市誕生以来、最大の積極型予算となっております。 

 平成２４年度の主要事業の中で、とりわけ重点的に取り組む施策として、１つ目に「安

全・安心なまちづくり」、２つ目に「少子高齢化・人口増加対策」、３つ目に「農業・産



平成２４年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２４年２月２４日 

 

－11－ 

業の活性化対策」、４つ目に「広域行政事業」、５つ目に「その他」として主に３事業に

取り組んでまいります。 

 まず、１つ目の重点施策である「安全・安心なまちづくり」については、昨年度に引き

続き、特に教育施設の耐震化に重点を置き、平成２７年度までにすべての小・中学校の耐

震化を完了し、子どもたちが安全で安心して学ぶことのできる教育環境の整備を図ってま

いります。 

 教育・文化関係の主な事業として、打田中学校校舎等改築事業では、平成２３年度に老

朽化の著しい教室棟の全面改築工事を終え、あす２月２５日に竣工式を行い、本年度は既

存校舎を解体し、テニスコート等の整備をいたします。 

 また、粉河中学校校舎等改築事業については、平成２５年７月末完成を目指してまいり

ます。 

 さらに、学校給食センター整備事業では、桃山・打田・貴志川管内の小・中学校の児童

生徒に対応できる学校給食センターを、平成２５年度中に完成するよう目指してまいりま

す。 

 次に、都市公園整備事業としては、打田総合スポーツ公園を整備し、市の総合的なスポ

ーツレクリエーションの拠点施設として、市民の方々の健康増進や地域コミュニケーショ

ンの促進を図るため、体育館等を新設し、平成２７年度に市民公園として完成できるよう

目指してまいります。 

 また、パークゴルフ場整備事業では、子どもからお年寄りまで楽しめ、特に高齢者の健

康増進を図るため、必要な経費を計上いたしております。 

 次に、道路・橋梁関係では、市民の皆さんが安全かつ快適に過ごせるよう、道路や橋梁

の整備を計画に行ってまいります。 

 紀の海広域施設組合周辺対策事業では、平成２８年度に稼働予定の紀の海広域施設組合

ごみ処理場へのアクセス道路を整備してまいります。 

 次に、社会資本整備道路の改良事業のうち、一例を挙げますと、本庁舎周辺の交通渋滞

の緩和及び交通の安全を確保するため、平成２７年度にかけて本庁周辺の道路整備を行っ

てまいります。 

 なお、市の東部地域における国道と県道を結ぶ幹線道路として、平成２０年度から整備

を図ってまいりました市道井田中ノ才線につきましては、平成２５年３月末の工事完了を

目指してまいります。 

 市道等改良事業では、地元からの要望があります身近な生活道路について、計画的に地

元関係者と協議の上、整備を図ってまいりたいと思います。 

 また、橋梁維持修繕事業では、橋梁長寿命化計画に基づき優先順位をつけ、修繕工事を

行ってまいります。 

 次に、防犯・防災関係においては、さらなる消防施設の充実を図るため、消防器具庫の

整備を行うとともに、消防水利の基準を満たしていない地区に防火水槽を計画的に整備し



平成２４年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２４年２月２４日 

 

－12－ 

てまいります。 

 また、木造住宅耐震診断事業では、旧基準木造住宅の耐震診断や耐震工事への補助を行

ってまいります。 

 次に、健康・医療の関係では、「有効な健診」を「多くの人」に「正しく行う」をスロ

ーガンに、特定検診やがん検診を実施してまいりたいと思います。広報・啓発活動として、

引き続きピンクリボンキャンペーン事業を進めてまいります。 

 次に、水道関係では、市民の皆様に安全で安心のできるおいしい水道水を継続的に供給

できるよう、施設の更新や耐震化についても計画的に実施してまいります。水道未普及地

域解消事業（麻生津簡易水道区域拡張事業）では、麻生津簡易水道を拡張し、平成２８年

度には鞆渕と細野地区に給水が行える予定であります。 

 また、水道施設整備事業で一例を挙げますと、既存施設の老朽化のため、新たに穴伏浄

水場を平成２６年度に完成するよう目指しております。 

 続きまして、２つ目の重点施策である「少子高齢化・人口増加対策」については、私の

公約でもございます子育て支援施策の１つであり、子ども医療費助成事業で小学校卒業ま

での医療費無料化事業を今年度も継続し、疾病の早期発見・早期治療を促進し、子育てに

伴う保護者の経済的負担を軽減してまいります。 

 また、私立幼稚園運営補助事業では、第３子以降にかかる保育料の無料化を、引き続き

実施してまいります。 

 私立保育園運営事業では、保育環境の向上を目指すとともに、私立保育園の運営を支援

するため、本年度も運営費や特別保育事業にかかる各補助金を交付してまいります。 

 また、市としては、少子化と多様化する保育需要の対応として、保育所の統合と民営化

を進めています。具体的には、名手保育所を本年４月から民営化し、また同じく４月から

調月保育所を安楽川保育所に統合し、平成２５年４月から民営化できるよう目指してまい

ります。 

 次に、子育て支援関係では、安心して家庭と仕事の両立等、子育てができる環境整備を

積極的に行ってまいります。 

 新規事業として、子育て支援事業の中で、ファミリーサポートセンター事業を行い、育

児の援助を受けたい方と援助を行いたいと言っていただく方のネットワーク及び拠点づく

りをいたします。 

 また、放課後児童健全育成事業では、市内１０カ所の学童保育の充実を目指してまいり

ます。 

 さて、本市の人口は、合併時から今日まで減少傾向にあり、そこで昨年度から、市内か

らの人口流出に歯どめをかけ、定住化を促進し、地域経済や財政を支える若い世代の人口

誘導策を総合的に講じ、長期総合計画に掲げる平成２９年度末の人口７万人を目標に、定

住化の促進と人口増加対策に、引き続き取り組んでまいります。 

 若者定住促進奨励事業では、対象年齢４０歳未満の方で、紀の川市内において新築もし
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くは中古住宅を購入された方に、市内在住者については４０万円、また市外からの転入者

については１０万円の加算金を含め、５０万円の奨励金を給付する事業であります。 

 婚活支援事業では、男女の出会いの場所を設ける婚活支援を昨年度に引き続き、積極的

に行ってまいります。 

 また、「ようこそ紀の川市へＰＲ事業」では、テレビ番組で私がインタビューされる形

で、市の情報発信を行うとともに、フリーマガジンの広告媒体を利用して、若者層を対象

に市の情報を発信してまいります。 

 また、不妊治療助成事業では、市独自に一般・特定不妊治療の助成制度を拡充し、対象

者の方々の経済的負担を軽減してまいります。 

 空き家・農地・人材情報バンク事業では、市内の空き家の現状調査を行い、そのデータ

をもとに新規就農者支援として、空き住宅の情報提供のための準備作業を進めてまいりま

す。 

 次に、高齢福祉対策関係では、高齢者自立支援事業で一例を挙げますと、新規事業とし

て在宅要介護３から５の方々に理髪店の理容師を派遣し、調髪を行うことにより保健衛生

の増進と介護者の負担軽減を行ってまいります。 

 その他に、緊急通報装置貸与事業、家族介護慰労事業も現在の制度を拡充し、高齢福祉

対策として充実を図ってまいりたいと思います。 

 ３つ目の重点施策である「農業・産業の活性化対策」については、市の基幹産業が農業

であることから、安全・安心な農産物を生産するためには、農業基盤整備や農業の担い手

育成、経営支援などの施策が必要であります。そのために、主な基盤整備事業として、た

め池整備や農道整備等を順次計画的に実施してまいりたいと思います。 

 その中で、農産物販売促進事業では、紀の川市産農産物の販売促進について、私が先頭

に立ち、関係各位と大都市圏を中心にトップセールスを実施し、紀の川市の誇るハッサク、

イチジク、桃、カキ、キウイなどの果物をＰＲし、「果樹王国紀の川市」の存在を全国に

発信し、販路拡大を図ってまいりたいと思います。 

 それから、県営ため池等整備事業では、本年度に西谷池、渋ヶ谷池、調月曽池、北勢田

大池を整備してまいります。 

 また、本市は平成２２年１２月に、近畿ではじめて「食育のまち」宣言を行っており、

食育を市民運動として展開するとともに、観光や産業振興も含めた「まちづくり・人づく

り」にも結びつけてまいりたいと思います。 

 また、鳥獣対策事業では、年々増加する鳥獣被害対策として、有害鳥獣捕獲頭数に応じ

た補助金等の予算を増額し、対応してまいります。 

 次に、産業振興については、平成２０年度から北勢田第２工業団地開発事業として事業

展開を行い、産業の振興と地元雇用の拡大を図り、地域活性化に向け、本年８月完成を目

指してまいります。 

 企業誘致・企業立地促進事業では、市民の雇用機会の拡大と自主財源の確保のために、
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戦略的に企業誘致活動を行ってまいります。また、企業の立地を促進するため、各種優遇

措置を行ってまいります。 

 ４つ目の重点施策では「広域行政事業」として、紀の川市、海南市、紀美野町の広域で

取り組むことになっております広域ごみ処理施設の紀の海広域施設組合事業では、紀の海

広域施設組合運営に要する経費を負担金として計上いたしています。本年度は、主に施設

建設場所であります桃山町最上地区の敷地造成工事及び施工監理と、調整池放流水路の整

備を行ってまいります。 

 次に、那賀消防組合事業では、住民の方々の生命と財産を守るための那賀消防組合運営

に要する経費を負担金として計上いたしております。なお、桃山地区と貴志川地区の防災

拠点として新築移転事業を行っておりました那賀消防組合南消防署につきましては、３月

末完成を予定いたしております。 

 その他、重点施策のうち主な事業は次の３事業であります。 

 まず１点目は、紀の川市のまちづくり全般における最上位計画であります長期総合計画

の基本構想を実現するため、具体的な施策を体系的に示す平成２５年から平成２９年度の

５カ年間における後期基本計画を策定いたします。 

 ２点目の新庁舎建設事業については、市民の方々に利用しやすく、また防災拠点の役割

が果たせるよう、エコ庁舎建設を進めております。本年１２月に完成し、平成２５年１月

から新庁舎で業務を始めてまいりたいと思います。 

 ３点目は、平成２７年に和歌山県で第７０回国民体育大会が開催されることに伴い、紀

の川市ではソフトボール、サッカー、ハンドボールが開催される予定となっており、円滑

な運営に向けた諸準備を行う経費を予算措置しております。 

 以上、平成２４年度当初予算の重点事業について御説明させていただきました。 

 今後は、限られた財源の中で行財政改革への取り組みをさらに強化し、諸課題への対応

を着実に進め、健全な財政運営に取り組んでまいりますので、よろしくお願い申し上げた

いと思います。 

 続きまして、今定例会に御提案いたしました諸議案について、概要説明をさせていただ

きます。 

 議案は、諮問４議案、田中財産区管理委員の選任議案１議案、長田竜門財産区管理委員

の選任議案６議案、竜門財産区管理委員の選任議案７議案、南北志野財産区管理委員の選

任議案７議案、静川財産区管理委員の選任議案３議案、条例の制定・一部改正にかかる議

案１６議案、平成２３年度各会計補正予算にかかる議案１４議案、平成２４年度各会計予

算にかかる議案２４議案、土地の処分議案１議案、辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の変更・策定議案２議案、計８５議案であります。 

 その概要を申し上げます。 

 諮問第１号から諮問第４号の人権擁護委員候補者の推薦については、紀の川市人権擁護

委員のうち、４名が平成２４年６月３０日に任期満了となるため、佐古勝彦君、西川宏平
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君、谷口 昭君、三國和美君を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求めるものであります。 

 議案第１号 田中財産区管理委員の選任については、田中財産区管理委員に欠員が生じ

たため、瀧本和夫君を田中財産区管理委員に選任いたしたく、田中財産区管理会条例第３

条の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 議案第２号から議案第７号までの長田竜門財産区管理委員の選任については、長田竜門

財産区管理委員が平成２４年３月３１日に任期満了となるため、増田好信君、神藤久嗣君、

岡田敏孝君、藤原正弘君、長田 清君、林 廣彦君をそれぞれ委員に選任いたしたく、長

田竜門財産区管理会条例第３条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 議案第８号から議案第１４号までの竜門財産区管理委員の選任については、竜門財産区

管理委員が平成２４年３月３１日に任期満了となるため、三崎 勲君、植田雅宣君、眞國

信友君、田和良己君、宇野嘉一君、湯浅眞徳君、高橋卓士君をそれぞれ委員に選任いたし

たく、竜門財産区管理会条例第３条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであり

ます。 

 議案第１５号から議案第２１号までの南北志野財産区管理委員の選任については、南北

志野財産区管理委員が平成２４年３月３１日に任期満了となるため、稲垣正仁君、神保美

宏君、木村正二君、木村忠博君、小林暁弘君、高幣 兆君、木村忠雄君をそれぞれ委員に

選任いたしたく、南北志野財産区管理会条例第３条第１項の規定により、議会の同意を求

めるものでございます。 

 議案第２２号から議案第２４号までの静川財産区管理委員の選任については、静川財産

区管理委員が平成２４年３月３１日に任期満了となるため、岩本岩男君、齊藤通久君、中

本辰雄君をそれぞれ委員に選任いたしたく、静川財産区管理会条例第３条の規定により、

議会の同意を求めるものであります。 

 議案第２５号 紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につい

ては、平成２３年９月３０日勧告の人事院勧告の内容等を総合的に勘案し、関係条例の一

部を改正するものであります。 

 議案第２６号 紀の川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正については、監察監の報酬を定めるとともに、スポーツ基本法が施行されたこ

とに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第２７号 紀の川市税条例の一部改正については、経済社会の構造の変化に対応し

た税制の構築を図るための地方税法及び地方法人特別税等に関する暫定措置法の一部を改

正する法律等の施行に伴い、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第２８号 紀の川市消防団条例の一部改正については、紀の川市の消防団組織を統

合し、紀の川市消防団とするとともに、消防団員の安定的な確保を図るため、消防団員の

資格要件を緩和するほか、所要の改正を行うものであります。 

 議案第２９号 紀の川市消防委員会条例の一部改正については、紀の川市の消防団組織
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の統合に伴い、紀の川市消防委員会委員の定数を改定するものであります。 

 議案第３０号 紀の川市印鑑条例の一部改正については、住民基本台帳法の一部を改正

する法律が平成２４年７月９日から施行されることに伴い、条例の一部を改正するもので

あります。 

 議案第３１号 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部改正については、

障害者制度改革推進本部等における検討を踏まえ、障害保健福祉施策を見直すまでの間に

おいて、障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律が公布され、

児童福祉法の一部改正が平成２４年４月１日に施行されることに伴い、条項整理の必要が

生じたものであります。 

 議案第３２号 紀の川市国民健康保険税条例の一部改正については、国民健康保険税の

減免の申請期限の見直しに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第３３号 紀の川市介護保険条例の一部改正については、第５期紀の川市介護保険

事業計画に基づき、平成２４年度から平成２６年度までの保険料率の改正等に伴い、条例

の一部を改正するものであります。 

 議案第３４号 紀の川市営住宅条例の一部改正については、地域の自主性及び自立性を

高めるための改革の推進を図るため、関係法律の整備にかかる法律が公布され、公営住宅

法の一部が平成２４年４月１日に施行されることに伴い、条例の一部を改正するものであ

ります。 

 議案第３５号 紀の川市下水道排水設備指定工事店条例の一部改正については、住民基

本台帳法の一部を改正する法律が平成２４年７月９日から施行されることに伴い、条例の

一部を改正するものであります。 

 議案第３６号 紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河北河南水道事業

給水条例の一部を改正する条例の制定については、紀の川市河北水道事業給水区域を拡張

し、西川原地区を給水区域に包含するものであります。 

 議案第３７号 紀の川市簡易水道事業設置条例の一部改正については、西川原簡易水道

事業を廃止し、紀の川市河北水道事業へ統合すること等に伴い、所要の改正を行うもので

あります。 

 議案第３８号 紀の川市簡易水道事業給水条例の一部改正については、黒川簡易水道事

業の給水区域を拡張し、下鞆渕地区の一部を給水区域に包含するものであります。 

 議案第３９号 紀の川市コミュニティ施設条例の一部改正については、中貴志コミュニ

ティ公園施設を平成２４年３月３１日に廃止するものであります。 

 議案第４０号 紀の川市公民館条例の一部改正については、地域の自主性及び自立性を

高めるための改革の推進を図るため、関係法律の整備に関する法律が公布され、社会教育

法の一部改正が平成２４年４月１日に施行されることに伴い、条例の一部を改正するもの

であります。 

 議案第４１号 平成２３年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）についてから、議案
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第５４号 平成２３年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第１号）についてまでの

１４議案については、事業執行における過不足額の調整による補正であります。 

 議案第５５号 平成２４年度紀の川市一般会計予算についてから、議案第７８号 平成

２４年度紀の川市工業用水道事業会計予算についてまでの２４議案については、平成２４

年度の各会計当初予算であり、先ほど概要の一部を説明させていただきましたが、資料と

して「平成２４年度当初予算の概要」を添付いたしておりますので、詳細説明は省略させ

ていただきますことを御了承いただきたいと思います。 

 議案第７９号 土地の処分については、紀の海広域施設組合ごみ処理施設用地として売

却するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の

規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第８０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、平成２２年第

１回紀の川市議会定例会で議決を得ました紀の川市西川原辺地総合整備計画について、事

業費の増額により辺地対策事業債の予定額を変更するため、辺地に係る公共的施設の総合

整備のため、財政上の特別措置等に関する法律第３条第９項において準用する同条第１項

の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第８１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、紀の川市にお

ける総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、平成２８年度を目標年度とする辺地に係

る公共的施設の総合整備計画を策定するにあたって、県知事と協議し、総務大臣に提出す

るため、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３

条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、議案の概要説明を申し上げましたが、引き続き担当部長から詳細説明をさせます

ので、御審議の上、御同意、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 続いて、補足説明を求めます。 

 市民部長 北林佳髙君。 

○市民部長（北林佳髙君）（登壇） おはようございます。 

 説明に入ります前に、去る２月１８日に実施いたしました「世界一美しいまち 紀の川

市」の清掃作業に、議員の皆様におかれましては大変お忙しい中、また寒い中、御協力い

ただきまして、ありがとうございました。 

 それでは、説明に入ります。 

 それでは、私のほうから諮問第１号から諮問第４号の人権擁護委員候補者の推薦につい

て、御説明させていただきます。 

 議案書１ページからでございます。 

 今回、人権擁護委員４名が来る平成２４年６月３０日をもって任期満了となりますので、

佐古勝彦氏、西川宏平氏、谷口 昭氏、三國和美氏を人権擁護委員候補者として、再任の

推薦をいたしたく、諮問するものでございます。 

 人権擁護委員法におきまして、市町村長はその市町村議会の意見を聞いて、人権擁護委
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員の候補者を推薦しなければならないと規定されてございます。これにより、議会の意見

を求めるものでございます。 

 それでは、諮問第１号につきましては、住所 紀の川市北涌４１４番地９、氏名 佐古
さ こ

勝彦
かつひこ

、生年月日 昭和１７年３月２６日生、６９歳でございます。 

 おめくりいただきまして、諮問第２号でございます。住所 紀の川市桃山町神田１８９

番地、西川
にしかわ

宏
こう

平
へい

、生年月日 昭和２２年２月１９日生、６５歳でございます。 

 続きまして、諮問第３号、住所 紀の川市貴志川町西山１番地１８、氏名 谷口
たにぐち

 昭
あきら

、

生年月日 昭和１８年９月１７日生、６８歳でございます。 

 おめくりいただきまして、諮問第４号でございます。住所 紀の川市貴志川町前田６３

１番地１２、氏名 三國
み く に

和美
か ず み

、生年月日 昭和３１年１２月２４日生、５５歳でございま

す。 

 なお、任期につきましては、法務大臣が委嘱した日から３年となってございます。 

 以上、諮問４件についてよろしくお願いいたします。 

 ４名の略歴等につきましては、議案書１１９ページから１２２ページに資料として添付

してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上で、諮問第１号から諮問第４号の説明を終わります。 

○議長（西川泰弘君） 農林商工部長 林 信良君。 

○農林商工部長（林 信良君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第１号から議案第２４号までの５財産区それぞれの管理

委員の選任にきまして、一括して御説明申し上げます。 

 議案書の５ページからお願いいたします。 

 議案第１号  田中財産区管理委員の選任について、本議案につきましては、田中財産

区管理員に欠員が生じたことに伴い、住所 紀の川市高野４６４番地、氏名 瀧本
たきもと

和夫
か ず お

、

昭和２２年６月２２日生、を田中財産区管理員に選任いたしたいので、田中財産区管理会

条例第３条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 なお、任期につきましては、前任者の残任期間として平成２６年１０月３日までとなっ

ております。 

 瀧本氏の主な職歴につきましては、資料として議案書の１２３ページに記載してござい

ますので、ごらんおきくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第２号から議案第７号までの長田竜門財産区の管理委員の選任につい

ての６議案につきまして、御説明申し上げます。 

 本６議案につきましては、いずれも提案理由が同じでございます。 

 長田竜門財産区が平成２４年３月３１日任期満了になることに伴い、議案書にございま

すとおり、それぞれの方々を長田竜門財産区管理委員に選任いたしたいので、長田竜門財

産区管理会条例第３条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 議案書の６ページをお願いいたします。 
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 議案第２号 長田竜門財産区管理委員の選任につきましては、住所 紀の川市長田中２

８５番地、氏名 増田
ま す だ

好信
よしのぶ

、昭和２３年６月２６日生。 

 次に、議案書７ページの議案第３号につきましては、住所 紀の川市北長田２５３番地

７、氏名 神藤久嗣
じんとうひさつぐ

、昭和２１年１１月５日生。 

 次に、議案書８ページの議案第４号につきましては、住所 紀の川市深田４２番地、氏

名 岡田
お か だ

敏
とし

孝
たか

、昭和２４年２月１８日生。 

 次に、議案書９ページの議案第５号につきましては、住所 紀の川市嶋１５番地、氏名 

藤原
ふじはら

正弘
まさひろ

、昭和１６年１２月１４日生。 

 次に、議案書１０ページの議案第６号につきましては、住所 紀の川市風市１４１番地、

氏名 長田
な が た

 清
きよし

、昭和１３年１１月４日生。 

 次に、議案書１１ページの議案第７号につきましては、住所 紀の川市別所１３１番地、

氏名 林
はやし

 廣彦
ひろひこ

、昭和３４年２月２６日生。 

 以上、６議案につきまして議会の同意を求めるものでございます。 

 なお、任期につきましては、平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日までの４年

間となってございます。 

 また、６名の方々の主な職歴につきましては、資料といたしまして議案書の１２４、１

２５ページに記載いたしてございますので、ごらんおきくださいますよう、お願い申し上

げます。 

 引き続き、議案第８号から議案第１４号までの竜門財産区管理委員の選任についての７

議案につきまして、御説明申し上げます。 

 本７議案につきましては、いずれも提案理由が同じでございます。 

 竜門財産区が平成２４年３月３１日任期満了になることに伴い、議案書にございますと

おり、それぞれの方々を竜門財産区管理委員に選任いたしたいので、竜門財産区管理会条

例第３条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 議案書の１２ページをお願いいたします。 

 議案第８号 竜門財産区管理委員の選任につきましては、住所 紀の川市荒見４６７番

地１、氏名 三崎
み さ き

 勲
いさお

、昭和１８年４月１７日生。 

 議案書１３ページの議案第９号につきましては、住所 紀の川市荒見１５７番地、氏名 

植田雅宣
う え だ ま さ の ぶ

、昭和１８年１月６日生。 

 次に、議案書１４ページの議案第１０号につきましては、住所 紀の川市勝神９３番地、

氏名 眞國
ま く に

信
のぶ

友
とも

、昭和１２年８月１５日生。 

 次に、議案書１５ページの議案第１１号につきましては、住所 紀の川市勝神３４５番

地、氏名 田
た

和良
わ よ し

己
み

、昭和１６年１２月１４日生。 

 次に、議案書１６ページの議案第１２号につきましては、住所 紀の川市遠方２１７番

地２、氏名 宇野
う の

嘉一
よしかず

、昭和１９年２月１５日生。 

 次に、議案書１７ページの議案第１３号につきましては、住所 紀の川市杉原６８６番
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地、氏名 湯浅
ゆ あ さ

眞
まさ

徳
のり

、昭和２１年８月１４日生。 

 次に、議案書１８ページの議案第１４号につきましては、住所 紀の川市上田井９３８

番地、氏名 高橋
たかはし

卓士
た く じ

、昭和２２年２月１８日生。 

 以上、７議案につきまして議会の同意をお願いするものでございます。 

 なお、任期につきましては、平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日までの４年

間となってございます。 

 ７名の方々の主な職歴につきましては、議案書の１２６ページから１２７ページに記載

いたしてございます。 

 次に、議案第１５号から議案第２１号までの南北志野財産区管理委員の選任についての

７議案につきまして、御説明申し上げます。 

 本７議案につきましては、いずれも提案理由が同じでございます。 

 南北志野財産区管理員が平成２４年３月３１日任期満了になることに伴い、それぞれの

方々を南北志野財産区管理委員に選任いたしたいので、南北志野財産区管理会条例第３条

第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 議案書の１９ページをお願いいたします。 

 議案第１５号 南北志野財産区管理委員の選任につきましては、住所 紀の川市北志野

１１１番地、氏名 稲垣
いながき

正仁
まさひと

、昭和２２年１０月１７日生。 

 議案書２０ページの議案第１６号につきましては、住所 紀の川市北志野３９２番地内

１号、氏名 神保
じ ん ぼ

美
よし

宏
ひろ

、昭和２２年１２月１６日生。 

 次に、議案書２１ページの議案第１７号につきましては、住所 紀の川市北志野３０３

番地２、氏名 木村正二
き む ら ま さ じ

、昭和２５年４月４日生。 

 次に、議案書２２ページの議案第１８号につきましては、住所 紀の川市北志野４８２

番地、氏名 木村
き む ら

忠
ただ

博
ひろ

、昭和３３年４月２２日生。 

 次に、議案書２３ページの議案第１９号につきましては、住所 紀の川市南志野１７４

番地３、氏名 小林
こばやし

暁
あき

弘
ひろ

、昭和１４年６月１６日生。 

 次に、議案書２４ページの議案第２０号につきましては、住所 紀の川市南志野３６０

番地、氏名 高幣
たかへい

 兆
きざし

、昭和１４年９月２６日生。 

 次に、議案書２５ページの議案第２１号につきましては、住所 紀の川市南志野４０２

番地２、氏名 木村
き む ら

忠
ただ

雄
お

、昭和２２年７月３日生。 

 以上、７議案につきまして議会の同意をお願いするものでございます。 

 なお、任期につきましては、平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日までの４年

間となってございます。 

 ７名の方々の主な職歴につきましては、議案書の１２８ページ、１２９ページに記載い

たしてございますので、ごらんおきいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 引き続きまして、議案第２２号から議案第２４号までの３議案につきまして、御説明申

し上げます。 
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 本３議案につきましても、提案理由が同じでございます。 

 静川財産区管理員の３名の方が平成２４年３月３１日をもって任期満了になることに伴

い、議案書にございますとおり、それぞれの方々を静川財産区管理委員に選任いたしたい

ので、静川財産区管理会条例第３条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 議案書の２６ページをお願いいたします。 

 議案第２２号 静川財産区管理委員の選任につきましては、住所 紀の川市名手上９１

番地２、氏名 岩本
いわもと

岩男
い わ お

、昭和１９年７月２５日生。 

 次に、議案書２７ページの議案第２３号につきましては、住所 紀の川市平野７８１番

地、氏名 齊藤通
さいとうみち

久
ひさ

、昭和２５年３月９日生。 

 次に、議案書２８ページの議案第２４号につきましては、住所 紀の川市名手下１０７

番地、氏名 中本
なかもと

辰雄
た つ お

、昭和１５年２月７日生。 

 以上、３議案につきまして議会の同意を求めるものでございます。 

 なお、任期につきましては、平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日までの４年

間となってございます。 

 また、３名の方々の主な職歴につきましては、資料といたしまして議案書の１３０ペー

ジに記載してございますので、ごらんおきいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上、議案第１号から議案第２４号まで、一括して御説明をさせていただきました。御

審議の上、御同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） おはようございます。 

 総務部から、議案第２５号から議案第２９号までの提案理由の御説明をさせていただき

ます。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 議案第２５号については、紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を

別紙のとおり制定するものとする。 

 提案理由につきましては、平成２３年９月３０日勧告の人事院勧告の内容等を総合的に

勘案し、関係条例の一部を改正するためでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１条は、人事院勧告に基づき、別表第１及び別表第２の給料表を改正いたします。 

 別表第１は一般職、保健師、保育士の給料表、３３ページの別表第２は技能職の給料表

でございます。 

 なお、対象職員一人当たりの下落額は平均１，４９６円、率にして０．２３％の下落率

でございます。 

 ３７ページの第２条は、今回の人事院勧告に伴う給与月額の引き下げにより、現在保障

されている職員の給料月額についても同様に引き下げるものでございます。実施日は、平

成２４年４月１日からでございます。 
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 なお、１３１ページに新旧対照表を添付しております。 

 続きまして、３８ページをお願いいたします。 

 議案第２６号についてでございます。 

 紀の川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を別紙の

とおり改正するものとする。 

 提案理由につきましては、監察監の報酬を定めるとともに、スポーツ基本法が施行され

たことに伴い、所要の改正を行っております。 

 次の条例本文をお願いいたします。 

 別表中、平成２４年度から新たに監察監を設置することから、その報酬を月額３６万円

に定めるとともに、体育指導員の名称をスポーツ推進員に変更するものでございます。監

察監につきましては、本市の各機関及び職員が法令遵守を推進するための行動規範を確立

して、市政に対する信頼を確保することを目的に設置するものでございます。 

 １４４ページに参考資料として、新旧対照表を添付させていただいております。 

 続きまして、議案第２７号をお願いいたします。 

 紀の川市税条例の一部改正についてでございます。紀の川市税条例の一部を別紙のとお

り改正するものとする。 

 提案理由でございます。経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るために、地

方税法及び地方法人特別税等に関する暫定措置法の一部を改正する法律等の施行等に伴い

まして、条例の一部を改正するものでございます。 

 次のページの本文をお願いいたします。 

 本文２行目の第９５条の改正につきましては、法人実効税率５％引き下げに伴い、法人

市民税の減少分を県たばこ税の一部で補うもので、平成２５年４月１日からの旧３級品以

外の市たばこ税の税率を１，０００本当たり４，６１８円から５，２６２円に、６４４円

増額するものであります。 

 附則第９条を削除することにつきましては、平成２５年１月１日以降の支払い分の退職

金から個人市民税における退職所得の１０％控除制度を廃止するものであります。 

 附則第１６条の２の改正につきましては、旧３級品の市たばこ税の税率を１，０００本

当たり２，１９０円から２，４９５円に、３０５円増額するものでございます。 

 附則第２２条の改正については、東日本大震災にかかる雑損控除の特例に災害関連支出

を追加するとともに条の整備を行い、公布の日から施行するものであります。 

 １６行目の附則に第２５条、個人の市民税の税率の特例等として１条を加えております

のは、東日本大震災の復興財源として、紀の川市としては緊急防災減債事業の財源として

平成２６年度から平成３５年度の１０年間、個人市民税の均等割額に５００円を加算する

ものであります。 

 附則につきましては、施行期日等、経過措置を規定しております。 

 １４７ページに新旧対照表を添付しております。 
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 続きまして、議案第２８号をお願いいたします。 

 紀の川市消防団条例の一部改正についてでございます。 

 紀の川市消防団条例の一部を別紙のとおり改正するものとする。 

 提案理由につきましては、紀の川市の消防団組織を統合し、紀の川市消防団とするとと

もに、消防団員の安定的な確保を図るため、消防団員の資格要件を緩和するほか、所要の

改正を行ってございます。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 第１条は、消防組織法の改正による引用条項の変更でございます。 

 第２条につきましては、統合したことによりまして消防団の名称を紀の川市消防団と定

めまして、管轄区域を条文で明記しております。 

 第３条では、団員の資格として、市内に居住するもののほかに市内に勤務するものを加

え、昼間の火災発生時の団員確保が図られるようにしております。 

 また、同条第２項で、団員の経験が５年以上あるもの、またはこれに準ずる経験を有す

ると認めるものを市長の承認を得た上で、機能別消防団員として任命することができる旨

の規定を加え、消防団員の資格要件を緩和しております。 

 第４条では、新たに消防団員の定数を１，４０７名と規定し、第６条では、従来は市外

に転出したときは消防団員の資格を失いましたが、任命権者が認めた場合はこの限りでな

いという条文を加え、転出していても生活の拠点が紀の川市にある場合は団員として任命

することができる旨、規定しております。 

 第１２条では、団員の役職ごとの報酬を別表第１に定め、第１３条は現行の別表第２を

削除したことによる繰り上りでございます。 

 施行は、平成２４年４月１日からでございます。 

 参考資料として、１５０ページに新旧対照表を添付しております。 

 続きまして、議案第２９号 紀の川市消防委員会条例の一部改正についてであります。 

 紀の川市の消防団組織の統合に伴いまして、紀の川市消防委員会委員の定数を改定する

ものでございます。 

 改正本文をお願いいたします。 

 従来、消防委員の中で消防関係者を５人と定めておりましたが、今回の消防団組織の統

合に伴いまして、消防関係者は消防団長と副団長の２名に改め、総数も１６人から１３人

に改めるものでございます。 

 附則として、施行期日と経過措置を規定してございます。 

 １５４ページに新旧対照表を添付しておりますので、御高覧いただきたいと思います。 

 以上で補足説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） ここでしばらく休憩いたします。 

 再開は、午前１０時５０分といたします。 

（休憩 午前１０時３９分） 
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――――――――――――――― 

（再開 午前１０時５１分） 

○議長（西川泰弘君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、提案説明を続けます。 

 市民部長 北林佳髙君。 

○市民部長（北林佳髙君）（登壇） それでは、私のほうから議案第３０号から議案第３

２号までの３議案について御説明申し上げます。 

 まず、議案第３０号 紀の川市印鑑条例の一部改正について、御説明申し上げます。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 紀の川市印鑑条例の一部を別紙のとおり改正するものとする。 

 提案理由といたしまして、住民基本台帳法の一部を改正する法律が平成２４年７月９日

から施行されることに伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 今回の改正につきましては、出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づ

き、日本の国籍を離脱したもの等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する法律、並

びに住民基本台帳法の一部を改正する法律が平成２４年７月９日から施行され、同日をも

って外国人登録法が廃止されることに伴い、これまでの外国人登録法により管理されてい

た外国人が住民基本台帳法の適用対象になり、紀の川市印鑑条例中の外国人登録法に関す

る記述を住民基本台帳法に関する記述に改正するものであります。 

 ４９ページをお願いいたします。 

 紀の川市印鑑条例の一部を改正する条例でございます。 

 第２条第１項の改正につきましては、同条は登録資格を定めており、印鑑の登録を受け

ることができる者を住民基本台帳に登録されている者と規定するものでございます。 

 次の第５条の改正につきましては、登録印鑑についての規制規定で、第１号について、

外国人登録制度の廃止に伴う外国人登録原票の廃止と、住民基本台帳法改正後の住民票の

記載事項にあわせるもので、第２項として非漢字圏の外国人の片仮名表記の取り扱いにつ

いての規定を追加するものでございます。 

 第１２条につきましては、印鑑登録の抹消についての規定でございます。 

 外国人登録原票の廃止にあわせて、条文を整理するものでございます。 

 附則第１項は、施行期日を定めるもので、この条例は平成２４年７月９日から施行する

ものでございます。 

 附則第２項として、経過措置として住民基本台帳法の一部を改正する法律の施行日の前

日において、印鑑登録を受けている外国人について、第１号は登録を受けることができな

い者にかかる登録については、職権で抹消する旨の規定でございます。 

 おめくりいただきまして、５０ページをお願いします。 

 第２項につきましては、施行日においてなお印鑑の登録を認めることができる者にかか

る氏名等の登録事項について、住民票への移行に伴う変更が生じた場合は施行日において



平成２４年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２４年２月２４日 

 

－25－ 

職権で当該事項の登録原票を修正できる旨の規定でございます。 

 続きまして、５１ページをお願いします。 

 議案第３１号 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部改正について、

御説明申し上げます。 

 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を別紙のとおり改正するもので

ございます。 

 提案理由といたしまして、障害者制度改革推進本部等における検討を踏まえて、障害福

祉保健福祉施策を見直すまでの間において、障害者等の地域生活を支援するための関係法

律の整備に関する法律が公布され、児童福祉法の一部改正が平成２４年４月１日に施行さ

れることに伴い、条項整理の必要が生じたためでございます。 

 ５２ページをお願いいたします。 

 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

 第２条第３項の改正につきましては、法律の改正に伴いまして条番号が繰り下げられた

ことに伴い、条項を整理するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

 ５３ページをお願いいたします。 

 議案第３２号 紀の川市国民健康保険税条例の一部改正について、紀の川市国民健康保

険税条例の一部を別紙のとおり改正するものとする。 

 提案理由といたしまして、国民健康保険税の減免の申請期限の見直しに伴い、所要の改

正を行うためでございます。 

 ５４ページをお願いいたします。 

 紀の川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。 

 第２４条の３、第２項で規定する減免申請の提出期限について、「前７日を削り」とあ

るのは普通徴収の方法にかかる方の期限を納期限までに次の前々月の１日を末日に改める

とあるのは、特別徴収の方法にかかる方の期限について、特別徴収対象年金給付の支払い

にかかる月の末日までに改めるものでございます。 

 また、同項のただし書きとして、「市長がやむを得ない理由があると認めた場合は、こ

の限りでない」という旨の規定をつけ加えるものでございます。 

 附則といたしまして、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上、議案第３０号から議案第３２号の３議案についての御説明でございます。 

 なお、１５５ページから１５８ページに資料として新旧対照表を添付してございますの

で、御高覧いただきたいと思います。 

 御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 保健福祉部長 藤戸敏成君。 

○保健福祉部長（藤戸敏成君）（登壇） それでは、私のほうから議案第３３号 紀の川

市介護保険条例の一部改正について、御説明申し上げます。 
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 ５５ページをお開き願いたいと思います。 

 紀の川市介護保険条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 

 提案理由といたしましては、第５期紀の川市介護保険計画に基づき、平成２４年から平

成２６年までの保険料の改定等に伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 おめくりください。 

 次のページは、条例の一部を改正する条例でございます。 

 改正内容につきましては、第６条第１項につきまして、平成２４年度から平成２６年度

の第５期介護保険事業計画に基づき、３カ年の介護給付総額の推移から所得段階に応じた

保険料率を改定し、ごらんのとおり改正するものであります。 

 標準となる基準第４段階の金額は、前期年額にして５万６，３００円でございましたが、

国の負担割合の変更により６万円となりました。しかしながら、所得段階については前期

の段階層と同じく、介護保険施行令附則第１５条の規定により、第４段階の特例を設けて

１階層ふやし、１１段階の段階設定を行いました。低所得層であります第２階層、特例第

４階層につきましては、わずかではありますが保険料率を下げ、保険料の上昇を抑制する

よう設定したところであります。 

 １３条第２項の改正は、介護保険料の減免の申請期限の見直しにより、所要の改正をお

願いするものでございます。 

 御審議の上、御可決いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 建設部長 阪口政弘君。 

○建設部長（阪口政弘君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、私のほうから議案第３４号、議案第３５号について御説明申し上げます。 

 議案書の５７ページをごらん願います。 

 議案第３４号 紀の川市営住宅条例の一部改正について 

 紀の川市営住宅条例の一部を別紙のとおり改正するものとする。 

 提案理由といたしまして、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律が公布され、公営住宅法の一部が平成２４年４月１日に

施行されることに伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 次のページをお願いします。 

 地域自主性第１次一括法の施行によりまして、公営住宅法の一部改正に伴い、公営住宅

法の施行令第６条第１項の条文が削除され、入居者資格のうち同居親族要件が平成２４年

４月１日廃止となり、条例第５条の入居者の資格における同居親族要件を規則で規定する

ため、及び所要の改正を行うものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は平成２４年４月１日から施行するもので、施行の際、

現に入居している者については、改正後の条例の相当規定により、入居を認められたもの

とみなします。 

 なお、１６１ページに資料として新旧対照表を添付してございますので、ごらんおきい
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ただきたいと思います。 

 続きまして、議案第３５号について御説明申し上げます。 

 議案書５９ページをごらん願います。 

 議案第３５号 紀の川市下水道排水設備指定工事店条例の一部改正について、紀の川市

下水道排水設備指定工事店条例の一部を別紙のとおり改正するものとする。 

 提案理由といたしまして、第１７１回国会において出入国管理及び難民認定法及び日本

国との平和条約に基づき、日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部

を改正する等の法律、及び住民基本台帳法の一部を改正する法律が成立され、平成２１年

７月１５日に公布されたことにより、外国人登録制度は廃止され、外国人住民についても

日本人と同様に住民基本台帳法の適用対象となりましたので、条例の一部を改正するもの

でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 外国人住民につきましても、住民基本台帳の適用となりましたので、第３条第１号中の

「または外国人登録原票記載事項証明書」及び第１０条第１項第１号中「または外国人登

録原票記載事項証明書及び写真」を削るものでございます。 

 附則といたしまして、平成２４年７月９日から施行するものでございます。 

 なお、１６２ページに資料といたしまして、新旧対照表を添付してございますので、ご

らんおきいただきたいと思います。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 水道部長 今井辰巳君。 

○水道部長（今井辰巳君）（登壇） おはようございます。それでは、私のほうから、議

案第３６号から議案第３８号までの３議案について御説明申し上げます。 

 議案書６１ページをお開きください。 

 議案第３６号 紀の川市水道事業の設置等に関する条例及び紀の川市河北河南水道事業

給水条例の一部を改正する条例の制定について、御説明いたします。 

 提案理由といたしまして、紀の川市河北水道事業の給水区域を拡張し、西川原地区に給

水を行うため、所要の改正を行うものでございます。 

 次の６２ページをお願いいたします。 

 第１条では紀の川市水道事業の設置等に関する条例の一部改正、第２条では紀の川市河

北河南水道事業給水条例の一部改正で、いずれも西川原を追加するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

 なお、議案書１６３ページ、１６４ページに新旧対照表を添付しておりますので、ごら

んおきいただきますようお願い申し上げます。 

 続きまして、６３ページをお開きください。 

 議案第３７号 紀の川市簡易水道事業設置条例の一部改正について、御説明いたします。 

 提案理由といたしまして、西川原簡易水道事業を廃止し、紀の川市河北水道事業に統合
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すること等に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 次の６４ページをお開きください。 

 第１条の本文、及び第２条の表より、西川原簡易水道事業を削除するとともに、第２条

の表、黒川簡易水道事業について給水人口並びに１日最大給水量を認可数値との整合を図

るため、所要の改正を行うものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は平成２４年４月１日から施行する。ただし、第２条の

改正規定のうち、西川原簡易水道事業の項を削る部分を除き、公布の日から施行するもの

でございます。 

 議案書１６５ページに新旧対照表を添付してございますので、ごらんおきいただきます

ようお願いいたします。 

 続きまして、６５ページをお開きください。 

 議案第３８号 紀の川市簡易水道事業給水条例の一部改正について、御説明いたします。 

 提案理由といたしまして、黒川簡易水道事業の給水区域を拡張し、下鞆渕の一部に給水

を行うため、所要の改正を行うものでございます。 

 次の６６ページをお願いいたします。 

 紀の川市簡易水道事業給水条例の第２条の表に、下鞆渕の一部を加えるものでございま

す。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 なお、議案書１６６ページに新旧対照表を添付しておりますので、ごらんおきいただき

ますようお願いをいたします。 

 以上でございます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 教育部長 尾崎茂晴君。 

○教育部長（尾崎茂晴君）（登壇） それでは、私のほうから議案第３９号、議案第４０

号について、提案説明をさせていただきます。 

 ６７ページをお開きいただきたいと思います。 

 議案第３９号 紀の川市コミュニティ施設条例の一部改正について 

 紀の川市コミュニティ施設条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 

 提案理由につきましては、中貴志コミュニティ公園施設を平成２４年３月３１日に廃止

するためでございます。 

 ６８ページを御高覧下さい。 

 紀の川市コミュニティ施設条例第２条の表中、紀の川市コミュニティ施設公園施設の項

を削除し、附則といたしまして、この条例を４月１日から施行するものでございます。 

 続きまして、議案第４０号でございます。 

 ６９ページをお開きをいただきます。 

 紀の川市公民館条例の一部改正について 

 紀の川市公民館条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 
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 提案理由といたしましては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図る

ための関係法律の整備に関する法律が公布されました。社会教育法の一部が平成２４年４

月１日に施行されることに伴いまして、条例の一部を改正するためでございます。 

 ７０ページをお開きいただきます。 

 紀の川市公民館条例の第１７条中、第２項を追加いたします。４月１日から施行するも

のでございます。上位法であります社会教育法の中で、この項目が削除されるため、市条

例の改正を行い、４月１日から施行するものでございます。 

 ６７ページ、６８ページは関係資料を添付してございます。後ほど御高覧をいただきま

して、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、７１ページ、お願いいたします。 

 議案第４１号 平成２３年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）について、地方自治

法第２１８条第１項の規定により、議決を求めるものでございます。 

 別冊の一般会計補正予算（第５号）の１ページをお開き願います。 

 今回の補正額が６億６９９万６，０００円の減額でございます。補正後の総額は、歳入

歳出３１８億１，６４２万６，０００円となります。 

 第２条は繰越明許費、第３条は地方債補正にかかる規定でございます。 

 次の２ページ、３ページは歳入の款項別の補正額でございます。 

 次の４ページから５ページについては、同じく歳出の款項別の補正額でございます。 

 次、７ページをごらんください。 

 ６ページから７ページにかけましては、繰越明許費の内容です。１２の事業合わせまし

て９億１，０７１万１，０００円になります。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 ８ページは、地方債についてです。今回の補正によりまして、各事業の地方債の限度額

を変更しております。 

 続きまして、１２ページをお願いいたします。 

 歳入の補正のうち、主なものについて御説明申し上げます。 

 １２款分担金及び負担金、１項分担金、２目農林業費分担金、１節農業費分担金の中で、

一番下の農業体質強化基盤促進事業分担金１，１００万円の増額、これはため池、農道整

備などの地元分担金を計上しております。 

 次の３目の災害復旧費分担金は７，５１４万３，０００円の減額です。これは、農林施

設災害復旧費が激甚災害の対象となり、補助金が増額したため、その地元分担金を減額し

てございます。 

 １４款国庫支出金の１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、２節児童福祉負担金、１

億６，３６０万７，０００円の減額です。子ども手当負担金の減額で、制度改正により支

給月額が下がったためでございます。 
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 ２目教育費国庫負担金４，０２０万８，０００円、長田小学校体育館改築事業にかかる

国庫負担金の増額です。 

 １３ページをお願いいたします。 

 ２項国庫補助金、４目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金ですが、安全安心な学校

づくり交付金の名称が学校施設環境改善交付金に変更されましたので、旧の交付金を減額

して、新たな名称により増額としております。 

 次の２節の中学校費補助金につきましても、同様の補正でございます。 

 次の６目の農林業費国庫補助金のうち、農業体質強化基盤整備促進事業補助金は、新規

に５，００５万円の増額です。５５％の補助率でございます。 

 続きまして、１４ページをお願いいたします。 

 １５款県支出金、２項県補助金、５目の農林業費県補助金、１節農業費補助金のうち、

団体へため池等整備事業補助金４，０５０万円については、排水ポンプ車購入費の２分の

１の補助率でございます。 

 ２節の林業費補助金のうち、山村の暮らし支援整備事業補助金１８８万６，０００円は、

当初予算に計上していました細野渓流キャンプ場施設整備事業が、県の補助採択となりま

したので、今回補正計上しております。補助率は３分の１となっております。 

 続いて、１１目災害復旧費の県補助金１億１，９７２万７，０００円の減額です。先ほ

ど、農林施設災害復旧費が激甚災害の対象となり、補助金が増額したという説明をさせて

いただきましたが、今回の農業施設災害復旧事業及び農地災害復旧事業につきましては、

施越事業として補助金が翌年度交付となるため、補正では減額をしております。 

 続いて１６ページをお願いいたします。 

 １８款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金、今回の補正時で確定した繰入金でご

ざいます。財政調整基金は４，７００万８，０００円の減額となっております。 

 次のページをお願いします。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入の中の紀の海広域施設組合周辺対策事業負担金１，

０００万円については、６月補正に計上した測量設計費にかかる経費を組合から負担金と

して受け入れるため、補正をさせていただいております。 

 次の２１款市債については、各種事業費の確定等に伴いまして、調整をした上で減額と

しております。 

 歳入については、以上でございます。 

 続きまして、歳出の主な事業について説明をさせていただきます。今回の補正について

は、事業費が確定したものについては減額をさせていただいております。 

 １９ページをお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、９目交通政策費でございますが、地域巡回バス運行補助

金については、路線の変更により７０４万円の増額、また粉河熊取線バス運行補助金は運

行収入が当初見込みを下回ったため、２１８万円の増額をしてございます。 



平成２４年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２４年２月２４日 

 

－31－ 

 １３目の電算管理費、１３節６，１１８万５，０００円の減額については、本年度導入

した基幹系電算システム経費の入札差金による減額です。 

 続いて２０ページをお願いします。 

 １８目の庁舎建設費、１３節３２５万７，０００円の減額、新庁舎備品調査委託料確定

による減額です。 

 工事請負費９４７万８，０００円の減額は、大井寺池駐車場整備工事費の確定による減

額です。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、５目老人福祉費、１３節緊急通報体制整備委託料７２万

円については、設置件数の増加による増額です。 

 それから、２０節２５万６，０００円については、施設入所者の増加による増額となっ

ております。 

 １１目人権推進費の中で、２３節３４７万４，０００円の増額は、平成２２年度りんぽ

館運営事業補助金の県支出金の返還金でございます。 

 次の２４ページをお願いいたします。 

 １３目介護保険費、２８節の繰出金４２８万５，０００円については、居宅介護サービ

ス給付費が増加したため、一般会計からの繰出金を増額しております。 

 ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、１３節放課後児童健全育成事業委託料は、指導

員の賃金などの確定などにより減額としてございます。 

 ４目の子ども手当費、２０節子ども手当費は１億８，２２７万２，０００円の減額です。

平成２３年１０月からの制度改正により、支給額が変更になりましたので、その分大幅な

減額となっております。 

 ７目児童福祉施設費、１３節私立保育所運営委託料１７６万８，０００円の増額。入所

利用者数の増加によるものでございます。 

 続きまして２７ページをお開きください。 

 ４款衛生費、２項清掃費、２目塵芥処理費、７節賃金５０６万３，０００円は、臨時職

員の賃金増加分でございます。 

 １１節需用費のうち、消耗品費２１０万円は、ダイオキシン対策の薬剤の増加分でござ

います。燃料費３５０万円については、Ａ重油、軽油、ガソリン等燃料費の単価アップ、

それから焼却時間がふえたことにより増額をさせていただいております。 

 次に２９ページをお願いいたします。 

 ６款農林業費、１項農業費、１１目土地改良事業費１億７，２８７万８，０００円の増

額です。このうち、１５節の工事請負費９，１００万円は農業体質強化基盤整備促進事業

として国庫補助を受け、市内９カ所のため池の保全、農道整備等を行う事業でございます。 

 １８節の８，１００万円は、県補助の採択を受けまして、台風・局地的豪雨による浸水

被害の軽減に対応する排水ポンプ車２台を購入する経費でございます。いずれも全額翌年
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度に繰り越しをして、事業を実施する予定でございます。 

 続いて、３０ページをお願いいたします。 

 ８款土木費、１項土木管理費、２目地籍調査費１，７２９万５，０００円の減額となっ

ております。県負担金が決定されましたので、全体の経費も合わせて縮小をしております。 

 次のページをお願いします。 

 ２項道路橋梁費、３目道路橋梁新設改良費、１３節のうち工事委託料として１，９６１

万６，０００円を減額しています。これは、市道井田中ノ才線のＪＲ西日本への委託事業

が確定したことによる減額です。 

 １５節の工事請負費については、この委託料の減額分をこちらに組みかえをして増額と

しております。 

 ２２節の水道補償費１，４５５万５，０００円の減額は、事業の確定により水道事業会

計の補償費を減額としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 ４項都市計画費、３目公共下水道費３７１万５，０００円については、公共下水道事業

特別会計の確定により増額となっております。 

 ３３ページをお願いします。 

 ９款消防費、１項消防費、２目常備消防費、６９６万２，０００円の増額です。早期退

職者の総合事務組合への特別負担金の支出増に伴い、那賀消防組合負担金を増額いたしま

す。 

 ５目水防費、１３節１，１７０万６，０００円につきましては、台風１２号などによる

樋門及び排水機操作員の出動が大幅にふえましたので、国の交付決定を待ちまして、今回

増額をさせていただいております。 

 続いて、１０款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、２３節償還金利子及び割引料

で、国庫支出金返還金として３，６７４万３，０００円の増額です。これは、平成２０年

度の名手小学校建設時に、上名手小学校統合補助金として、国庫支出金の交付を受けてお

りましたが、現在のところ、統合の時期が決まっておりませんので、今回返還を行うもの

でございます。 

 ３目学校建設費２，１２２万７，０００円は、長田小学校体育館改築工事費の確定によ

る減額です。 

 次のページをお願いします。 

 ３項中学校費、３目学校建設費１億４８７万４，０００円、粉河中学校校舎等改築事業

及び打田中学校校舎改築事業費の確定による減額です。 

 次のページをお願いします。 

 ６項の保健体育費、３目体育施設管理費のうち、次のページになりますが工事請負費７

６９万７，０００円を減額しておりますのは、当初、打田体育館トイレバリアフリー化事

業を計上しておりましたが、このたび総合体育館建設の方針が決定いたしましたので、不
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執行として減額をするものでございます。 

 ３７ページをお願いします。 

 １１款災害復旧費、１項農林施設災害復旧費、１目農地災害復旧費、１５節５８７万８，

０００円の減額。 

 ２目農業用施設災害復旧費、１５節１，８６７万７，０００円の減額は、災害査定及び

事業費確定による減額でございます。 

 それから、２項の公共土木施設災害復旧費、１目公共土木施設災害復旧費、１５節の２

５６万２，０００円も事業費の確定による減額です。 

 １２款公債費では、元金７，３７７万７，０００円、利子１，４３１万７，０００円を

減額しております。当初予算時に見込んでいた起債予定額が変更により、減額となったこ

とによるものでございます。 

 以上が、補正の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 建設部長 阪口政弘君。 

○建設部長（阪口政弘君）（登壇） それでは、議案第４２号について、御説明申し上げ

ます。 

 別冊補正予算書の平成２３年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算書

（第２号）の１ページをお開きください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４９万８，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８９１万９，０００円とするものでございま

す。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び金額は、１ページ、３ページの「第１表 歳入歳

出予算補正」のとおりでございます。 

 補正内容につきましては、歳入では事項別明細書の６ページにございますように、１款

１項県補助金で、１２月議会で御承認いただきました住宅新築資金等貸付金の権利の放棄

に伴う住宅費補助金の償還推進助成事業費補助金、公債費補助金の特定助成事業費補助金

において、額の確定に伴う増額補正でございます。 

 次に、歳出では、７ページにございますように、１款１項住宅費では、人件費扶助費の

減額及び繰出金において決算見込みに伴う増額でございます。 

 ２款１項公債費では、繰上償還に伴う長期債、元金、利子の減額でございます。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 市民部長 北林佳髙君。 

○市民部長（北林佳髙君）（登壇） それでは、私のほうから議案第４３号、議案第４４

号の２特別会計補正予算について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書をお開き願いたいと思います。 

 まず、１ページでございます。 

 第１条の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億１，５４１万９，０００円を減
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額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８２億７，６５９万６，０００円と定める

ものでございます。 

 第２項につきましては、補正後の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は

「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 ２ページが歳入、３ページが歳出、４ページからは歳入歳出の補正予算の事項別明細書

となってございます。 

 今回の主な補正につきましては、高額医療費拠出金、それから保健財政共同安定化事業

拠出金等の確定に伴う負担金の減額、及び出産育児一時金につきまして出産見込み数の増

加が見込まれますので増額補正を、また歳入におきましては、財源不足として補てん措置

として予定しておりました国民健康保険事業運営基金からの繰入を減額措置するものでご

ざいます。 

 続きまして、議案第４４号 平成２３年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の１ページをお開き願いたいと思います。 

 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９１９万６，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１３億１，３９１万６，０００円とするものでございます。 

 歳入後の補正の款項の区分及び金額につきましては「第１表 歳入歳出予算補正」によ

るところでございます。 

 今回の補正につきましては、歳入では平成２２年度療養給付費の精算による返還金の補

正措置、保険基盤安定繰入金の所要の負担額の確定に伴う減額措置でございます。 

 それから、歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金の確定に伴う減、事務

事業等の確定に伴う補正措置でございます。 

 以上で、議案第４３号及び議案第４４号の２議案について説明を終わります。御審議の

上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（西川泰弘君） 保健福祉部長 藤戸敏成君。 

○保健福祉部長（藤戸敏成君）（登壇） それでは、議案第４５号 平成２３年度紀の川

市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の介護特会の補正予算書の２号の１ページをお開きください。 

 今回の補正予算につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，５０３万

８，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ５５億２８万５，０００円とするものでござい

ます。 

 また、補正の款項の区分また当該区分ごとの金額、補正後の歳入予算の金額は、２ペー

ジ以降の「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 補正の主な内容につきましては、まず歳出におきまして、在宅介護サービスの介護支給

者の増加等による増額補正、及び地域支援事業の事業精査を行いまして、これに伴う歳入
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においては介護給付費地域支援事業費の事業見込みに伴う国庫県費支払基金の額が確定し

たこと、これらによる予算補正を行い、財源不足につきましては介護給付費準備基金の繰

入により補っているところでございます。 

 以上、御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 建設部長 阪口政弘君。 

○建設部長（阪口政弘君）（登壇） それでは、議案第４６号から議案第４８号までの３

議案について、御説明申し上げます。 

 まず、議案第４６号 平成２３年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の１ページをごらん願います。 

 第１条として、予算総額から歳入歳出それぞれ２億５，０８０万２，０００円を減額し、

歳入歳出それぞれ１５億３，２１８万３，０００円とするものでございます。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」のとおりでございます。 

 第２条として、翌年度に繰り越して使用することのできる経費は、４ページの「第２表 

繰越明許費」のとおりです。 

 第３条の地方債の変更は、５ページの「第３表 地方債補正」のとおりです。 

 補正内容につきましては、８ページからの事項別明細書にございますように、歳入につ

きましては、１款の分担金及び負担金におきましては、決算見込みにより、減額でござい

ます。 

 ３款の国庫支出金につきましても、交付決定額のとおり減額を、８款の諸収入では消費

税及び地方消費税の還付額の確定による増額を計上してございます。 

 ９款市債につきましては、事業費の確定による起業債借入額の減額補正でございます。 

 次に、１０ページの歳出につきましては、１款１項１目一般管理費においては、加入者

見込みの修正に伴い、排水設備工事補助金の減額補正を、２目の施設管理費では、処理場

への流入水の増加に伴いまして、県への流域下水道維持管理負担金の増額を計上してござ

います。 

 また、２款１項１目公共下水道事業工事請負費につきましては、交付金の減額のためで、

下水道工事に支障となる水道管の移設費用の確定によりまして、水道補助費についても減

額を行ってございます。 

 ２目の流域下水道事業費では、水質検査費用の減額並びに紀の川市中流流域下水道建設

負担金、並びに処理場周辺地域整備負担金において、事業費の確定によりまして、紀の川

市の負担額が確定したことによる減額を計上してございます。 

 続きまして、議案第４７号 平成２３年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをごらん願います。 

 第１条として、予算総額から歳入歳出それぞれ９３万２，０００円を減額し、歳入歳出
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それぞれ４，７５６万７，０００円とするものでございます。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」のとおりでございます。 

 補正内容につきましては、６ページからの事項別明細書にございますように、歳入につ

きましては、１款分担金及び負担金では、県の接続管がございまして増額を、２款使用料

及び手数料では、決算見込みにより減額を、３款財産収入におきましても、基金利子の確

定による減額を、６款諸収入においては、消費税及び地方消費税の還付額の確定に基づき、

決算見込みによる減額を計上させていただいてございます。 

 次に、７ページの歳出でございますが、１款総務費の１１節事業費光熱水費では、決算

見込みにより減額を、１３節委託料につきましては、水質検査及び管理委託料の確定に伴

う減額を、２５節積立金におきましては、基金利息の確定に伴う減額を計上させていただ

いてございます。 

 次に、議案第４８号 平成２３年度紀の川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）について、御説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをごらん願いたいと思います。 

 第１条として、予算総額から歳入歳出それぞれ１１６万３，０００円を減額し、歳入歳

出それぞれ５，９０１万５，０００円とするものでございます。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」のとおりでございます。 

 補正内容につきましては、事項別明細書６ページにございますように、歳入におきまし

ては、１款分担金及び負担金では１件の接続がございまして増額を、また２款使用料及び

手数料におきましても、決算見込みにより増額を、５款基金繰入金では償還額の確定によ

りまして、減額の計上をさせていただいてございます。 

 次に、７ページの歳出でございますけれども、１款総務費において、光熱水費の決算見

込みによる減額補正を計上してございます。 

 以上、３議案について御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 水道部長 今井辰巳君。 

○水道部長（今井辰巳君）（登壇） それでは、議案第４９号 平成２３年度紀の川市簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の簡易水道事業補正予算書、１ページをお開きください。 

 第１条として、予算総額から歳入歳出それぞれ８３０万円を減額し、歳入歳出それぞれ

３億２，６６４万２，０００円に補正をお願いするものでございます。 

 補正の内容につきましては、５ページの補正予算事項別明細書をお開きください。 

 歳入では、１款分担金及び負担金、２款の使用料及び手数料につきましては、実績に伴

います所要の補正を、３款国庫支出金並びに７款の諸収入、８款市債につきましては、事

業費の確定に伴う補正でございます。 

 また、歳出につきましては、事業費の確定により１款１項１目１３節の委託料の減額が

主なものとなってございます。 
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 以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 農林商工部長 林 信良君。 

○農林商工部長（林 信良君）（登壇） それでは、議案書８０ページの議案第５０号 

平成２３年度紀の川市池田財産区特別会計補正予算（第２号）から、議案書８２ページの

議案第５２号 平成２３年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別会計補正予算（第

２号）までの３議案につきまして、御説明申し上げます。 

 まず、議案第５０号 平成２３年度紀の川市池田財産区特別会計補正予算（第２号）に

ついて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 別冊補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、規定予算額から歳入歳出それぞれ１万４，０００円を減額し、補正後の

総額を歳入歳出それぞれ１，３１２万７，０００円としてございます。 

 主な内容といたしましては、７ページの歳出事項別明細書に示しておりますとおり、１

目の一般管理費において１９節負担金補助及び交付金で、打田中学校校舎竣工を記念して

学校備品購入に対する補助を行う旨、財産区管理会において決定されましたので、今回計

上させていただいてございます。 

 また、２目の財産管理費では、事業費の確定に伴う予算調整を行ったものでございます。 

 続きまして、議案書の８１ページをお願いいたします。 

 議案第５１号 平成２３年度紀の川市田中財産区特別会計補正予算（第２号）について、

地方自治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 別冊補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、規定予算額に歳入歳出それぞれ８６万３，０００円を追加し、補正後の

総額を歳入歳出それぞれ７８４万２，０００円としてございます。 

 主な補正内容につきましては、先ほど池田財産区と同様、打田中学校備品購入に対する

補助金を計上させていただいてございます。 

 次に、議案書の８２ページをお願いいたします。 

 議案第５２号 平成２３年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別会計補正予算

（第２号）について、地方自治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 別冊補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、規定予算額に歳入歳出それぞれ７，３５２万１，０００円を追加し、補

正後の総額を歳入歳出それぞれ７，４０２万円としてございます。 

 主な補正内容としましては、６ページの事項別明細書に示しておりますとおり、土地売

却収入の計上でございます。これにつきましては、後ほど議案第７９号で提案させていた

だきます。最上、神田、市場、元財産区の土地を紀の海広域施設組合ごみ処理施設用地と

して売却するための予算措置でございます。 
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 なお、売却収入につきましては、歳出で財政調整基金積立金として予算措置をいたして

ございます。 

 以上、３議案につきまして御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 水道部長 今井辰巳君。 

○水道部長（今井辰巳君）（登壇） それでは、議案第５３号及び議案第５４号について、

御説明申し上げます。 

 別冊の水道事業会計補正予算書、１ページをお開きください。 

 議案第５３号 平成２３年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号）について、御説

明いたします。 

 第２条の収益的収入及び支出につきましては、紀の川市水道事業会計予算第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額から、それぞれ９，２００万２，０００円を減額し、収入

を１２億９，１７１万７，０００円に、支出を１２億８，９９０万７，０００円とするも

のでございます。 

 補正の内容につきましては、２ページから補正予算実施計画のとおりでございますが、

受託事業費の確定により、収益的収入では受託工事収益を、収益的支出では受託工事費に

ついて同額の減額補正をお願いするものでございます。 

 また、３条資本的支出につきましては、建設改良費における事業費の確定により６，５

９８万円を減額し、資本的支出を６億２，７５９万５，０００円とするものでございます。 

 資本的収入が資本的支出に対し、不足する額５億２，１５１万６，０００円は、過年度

分損益勘定留保資金、減債積立金等で補てんするものとしてございます。 

 続きまして、議案第５４号 平成２３年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第１

号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の工業用水道事業会計補正予算書、１ページをお開きください。 

 第２条の収益的収入及び支出につきましては、紀の川市工業用水道事業会計予算第３条

に定めた収益的収入の予定額に３１６万円を増額し、３，７９５万９，０００円に、また

収益的支出の予定額に３４２万７，０００円を増額し、３，４３４万７，０００円とする

ものでございます。 

 補正の内容につきましては、２ページの補正予算実施計画書をお開きください。 

 収益的収入につきましては、実績見込みにより１款１項１目給水収益、並びに１款２項

２目雑収益の増額となってございます。 

 ３ページをごらんください。 

 収益的支出につきましても、実績見込みにより１款１項１目動力費の増額を、同項５目

の減価償却費では、前年度取得資産にかかる減価償却費の額の確定による所要の補正、２

項の営業外費用につきましては、前年度借り入れの起業債の額及び利率の確定による償還

利息の減額補正をお願いするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 



平成２４年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２４年２月２４日 

 

－39－ 

○議長（西川泰弘君） ここで休憩いたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

（休憩 午前１１時４９分） 

――――――――――――――― 

（再開 午後 ０時５９分） 

○議長（西川泰弘君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、提案説明を続けます。 

 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、議案書８５ページをお願いします。 

 議案第５５号の平成２４年度紀の川市一般会計予算について、補足説明をさせていただ

きます。 

 別冊の平成２４年度紀の川市一般会計予算書の１ページをお開き願います。 

 議案第５５号 平成２４年度紀の川市一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算 

 第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３３２億８，０００万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 債務負担行為 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができる

事項及び期間及び限度額は「第２表 債務負担行為」による。 

 地方債 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第３表 地方債」による。 

 一時借入金 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は、１００

億円と定める。 

 歳出予算の流用 

 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 各項に計上した給料及び職員手当及び共済費にかかる予算額に過不足が生じた場合にお

ける同一款内でのこれらの経費の各項からの流用。 

 ２ページをお開き願います。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 ２ページから４ページの歳入では、１款市税から４ページまでの２１款市債まで、それ

ぞれ款項にわたりまして３３２億８，０００万円の収入を見込んでおります。 

 ５ページをお願いします。 
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 歳出でございます。 

 １款議会費から１３項予備費まで、それぞれ款項におきまして執行予定額３３２億８，

０００万円を計上いたしております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 「第２表 債務負担行為」です。紀の川市土地開発公社が借り入れする事業資金の債務

保証といたしまして、平成２４年度限度額１９億円に借り入れ期間中の利子を足した額を

保証するものでございます。 

 ８ページをお願いします。 

 「第３表 地方債」でございます。起債の目的、限度額を順次申し上げます。 

 庁舎建設事業１９億７，２００万円、清掃施設整備事業２億８０万円、農業施設整備事

業５，７５０万円、道路橋梁整備事業１億８，９２０万円、都市計画施設整備事業１億２，

８１０万円、消防施設整備事業４，３３０万円、小学校施設整備事業１億８，２３０万円、

中学校施設整備事業１５億４，２８０万円、保健体育施設整備事業１億７，６６０万円、

臨時財政対策債１２億６，０００万円、合わせて５７億５，２６０万円です。 

 起債の方法は、いずれも普通貸借または証券発行、利率については５％以内、償還の方

法は公的資金はその融資条件により、銀行、その他の場合はその債権者と協定するものと

します。繰上償還、低利な利子への借りかえは必要において行うことといたします。 

 １０ページをお開き願います。 

 １０ページから１２ページまでにつきましては、歳入歳出予算事項別明細書でございま

す。それぞれ３３２億８，０００万円で、前年度と比較して２２億８，０００万円、前年

度比７．４％の伸びとなっております。 

 １３ページをお願いします。 

 １３ページからは、歳入について主なものについて御説明申し上げます。 

 １款市税から１５ページの１１款の交通安全対策特別交付金については、本年度の収入

見込み額を計上いたしております。市税のうち、１項市民税、個人市民税については、東

日本大震災や台風１２号など景気の状況をかんがみるとともに、法改正に伴う扶養控除の

縮減に伴う増加を見込み、当初予算比で５．９％の伸びとしています。 

 法人市民税減免課税分については、前年度当初予算と同額にしております。東日本大震

災や台風１２号、円高などによる市内企業の業績にも影響があるものと考え、平成２３年

度収入見込み額からは約１０％の減を見込んでおります。 

 ２項固定資産税と５項の都市計画税については、土地の下落が相変わらず続いている影

響を、それから家屋について評価がえによる下落の影響を見込んでおります。 

 ３項の軽自動車税については、軽四輪の自家用車の増加を見込み、本年度収入見込み額

の約１．４％の伸びとしてございます。 

 ４項たばこ税については、本年度の収入状況を考え、当初予算比で８．８％の伸びとし

ております。入湯税については、課税施設がなくなったことにより項を廃止してございま
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す。 

 １５ページをお願いいたします。 

 １０款地方交付税では、今年度１０４億８，０００万円を計上しております。前年度と

比較して１億９００万円の増額、対前年度比１．１％の伸びとなっております。 

 普通交付税においては、平成２３年度普通交付税の決定額に地方財政計画の伸び０．

５％を乗じた額を、特別交付税については平成２３年度の額が決定していない中で、平成

２２年度の額を根拠に算出した額を計上しております。 

 以下、本年度予定いたしております各種事業にかかる財源として、１６ページ、１２款

分担金及び負担金４億８７３万３，０００円。１６ページから１８ページにかけて、１３

款使用料及び手数料では２億３，８２５万円。１９ページの１４款国庫支出金では２７億

２，６２２万９，０００円、県支出金で１４億８，７０７万８，０００円。 

 ２３ページをお願いします。 

 １６款財産収入では、４，１４７万１，０００円。 

 ２４ページでは繰入金で２６億９，５１３万円、うち財政調整基金からの繰り入れが６

億７，４３４万５，０００円。 

 次のページの庁舎建設基金繰入金として、１６億５，０００万円を計上してございます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 市債の発行額は５７億５，２６０万円で、歳入合計３３２億８，０００万円となります。 

 続いて、歳出について主なものについて御説明申し上げますので、２８ページをお願い

いたします。 

 ２８ページから各費目全般にわたりまして、一般職の給与費については５７３名の職員

の給与費と共済費合わせまして４０億５，２９５万１，０００円を計上しており、職員数

では前年度より１９人の減、６，４１３万３，０００円の減額となってございます。 

 まず、１款議会費では、共済費で議員共済会負担金として、今年度６，１６９万１，０

００円を計上しております。地方議員年金廃止に伴う経過措置として、地方負担分に通常

の費用分を合わせ、計上しております。 

 次のページ、お願いします。 

 ２款１項１目一般管理費、監察監報酬として４３２万円を計上しております。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 ７目企画費でございます。平成２５年度から平成２９年度までの長期総合計画後期基本

計画策定費用として３２３万６，０００円を計上、また人口増加対策事業の２年目として

若者定住促進奨励金５，０００万円、婚活支援委託料１００万円、ようこそ紀の川市へＰ

Ｒ事業１５７万５，０００円を計上いたしております。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 １３目電算管理費です。電算管理費については、システムの更新をはじめ新庁舎の完成

に合わせ、ネットワーク全体の更新費用として合わせまして１億８，９１３万３，０００
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円を計上しております。 

 次のページの１６目まちづくり推進費では、新しい公共の場づくりのためのモデル事業

補助金として、１９節に２６０万４，０００円、県の１００％の補助を受けてたまステー

ションを中心とする「まち資源活性化プロジェクト事業」として、健康ツーリズム事業を

実施するＮＰＯ法人に対して補助を行うものであります。 

 １７目の基金費では、将来の地方債償還の備えとして減債基金に２億１１８万２，００

０円の積み立てを計上しております。 

 １８目の庁舎建設費では、本年度は庁舎本体工事費として工事請負費、備品購入費と合

わせて目計で合わせて３６億７，５９６万８，０００円を計上しており、平成２５年１月

からの業務開始を目指しております。 

 次のページをお願いします。 

 １９目の国民体育大会準備費としては、職員給与を除きまして６４４万９，０００円を

計上しております。 

 ４６ページをお願いします。 

 ３款１項２目障害福祉費、扶助費で６，５４５万５，０００円、３目の障害医療費の扶

助費で２億８，９２２万３，０００円、４８ページの４目障害者自立支援費の扶助費で７

億９，８２５万７，０００円を計上し、障害者への医療費の助成や障害者の生活の質の向

上、社会参加等の促進を図るべく、予算措置をしているところでございます。 

 それから戻っていただいて、４６ページの２目の障害者福祉費では、新規に自殺対策緊

急強化基金事業として１８０万５，０００円を計上してございます。 

 ４８ページをお願いします。 

 ５目老人福祉費、扶助費１億１，５２７万６，０００円、養護老人ホーム入所施設への

経費を計上しております。 

 ５４ページをお願いいたします。 

 ２項児童福祉費、１目の児童福祉総務費、１３節新規事業としてファミリーサポートセ

ンター運営委託料として９８５万９，０００円を計上しております。また、放課後児童健

全育成事業委託料として９，８２０万３，０００円を計上しております。 

 次の２目の子ども医療費では、扶助費に１億８，４０５万５，０００円を計上し、小学

校卒業まで子どもへの医療費負担について助成をいたします。 

 ６０ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目保健衛生総務費ですが、昨年に続きまして人口増加対策事業の一環として、

１９節で一般・特定不妊治療費助成金を合わせまして、４００万円を計上しております。 

 また、２目の予防費では、感染症対策として予防接種、任意予防接種委託料として１億

５，６１１万２，０００円を計上いたしております。 

 ６６ページをお願いいたします。 

 ４款２項１目清掃総務費、１９節におきまして紀の海広域施設組合ヘの負担金として２
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億８，６６９万７，０００円を計上しております。新年度については、敷地造成工事、調

整池水路整備を行ってまいります。 

 続きまして、６９ページをお開き願います。 

 ６款１項３目農業振興費では、農作物を年々増加する有害鳥獣から守るため、電気さく

等の設置者に対して、１９節で有害獣被害防止対策事業補助金７３４万２，０００円を計

上しております。 

 次の７０ページをお願いいたします。 

 ５目農業経営基盤強化促進対策事業費では、１９節で和歌山版果樹産地づくりステップ

アップ支援事業として１５０万円を計上しております。６年以上の利用権設定等を受けた

者に対する補助、荒廃した農地を解消し、３年以上の保全管理をする農業者への補助を行

ってまいります。 

 ７２ページをお願いいたします。 

 １０目農業施設整備事業費の１９節ですが、県営事業負担金として紀の里地区広域営農

団地農道整備事業３，２４５万円、畑地帯総合土地改良事業２，７５０万円、中山間地域

総合整備事業２，４００万円、ため池等整備事業１，４６５万２，０００円、耕作放棄地

解消発生防止基盤整備事業１，２９３万円等々を計上してございます。 

 続いて、７４ページをお開き願います。 

 ２項の２目の林業振興費ですが、アライグマなどの有害鳥獣捕獲事業等補助金として、

１９節で４０８万３，０００円を計上しております。 

 ７９ページをお願いいたします。 

 ８款２項２目道路橋梁維持費では、長寿命化修繕計画に基づく橋梁維持修繕事業６，０

００万円を含む工事費として１億２，３００万円を計上して、また次のページの３目道路

橋梁新設改良費では、最終年度である市道井田中ノ才線道路新設改良工事のほか、市道改

良費、また紀の海広域施設組合周辺整備事業である（仮称）調月三和線の測量設計委託料

を含め、目全体で９億４，３９９万１，０００円を計上いたしております。 

 次に８３ページをお願いいたします。 

 ４項の都市計画費、３目の公園管理費です。平池緑地公園にイルミネーションを設置し

て、地域の観光振興を図るため、各節合わせまして３３５万円を計上しております。 

 ８４ページをお願いします。 

 ６目の都市公園整備事業費については、打田総合スポーツ公園を整備し、全体施設整備

の初年度として２億７，１２０万６，０００円を計上してございます。 

 ８７ページをお願いします。 

 ９款１項４目消防施設費ですが、本年度は消防器具庫３カ所、防火水槽３カ所、また消

防施設の維持管理費用分等々合わせまして、目合計で９，８７６万６，０００円を計上し

てございます。 

 ９５ページをお開き願います。 
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 １０款３項３目学校建設費ですが、打田中学校校舎改築工事、既存校舎の解体とテニス

コートの整備を予定しております。 

 また、粉河中学校校舎新築工事については、平成２５年７月末の完成を目指し、これら

の工事費と合わせ目合計１８億６，６４１万４，０００円を計上いたしております。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 ５項の社会教育費の４目文化財保護費です。市の貴重な文化財である旧名手本陣妹背家

住宅整備として後世への保存・活用のため、工事請負費、物件補償費と合わせて１，７９

１万２，０００円を計上いたしております。 

 次に１０３ページをお願いいたします。 

 ６項の保健体育費の３目体育施設管理費では、市民各層が楽しめる、健康増進を図るた

めの施設としてパークゴルフ場整備事業費、工事請負費等を合わせまして１億９，６０７

万８，０００円を計上しております。 

 また、同じく桃山勤労者体育センター耐震補強事業として１，１７８万１，０００円を

計上しております。 

 １０４ページをお願いします。 

 ５目の学校給食費ですが、管内の旧打田、桃山、貴志川地区の小・中学校に対応できる

学校給食センター建設整備事業として、土地の購入費などを合わせまして２億２７４万６，

０００円を計上してございます。 

 １０６ページをお願いします。 

 １２款公債費については、今年度元利を合わせまして４６億５，４００万６，０００円

の償還を予定しております。 

 以上で、歳出合計合わせて３３２億８，０００万円を計上しているところでございます。 

 １０８ページから１１５ページには給料費の明細書、１１６ページは債務負担行為で翌

年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額、または支出額の見込み及び当該

年度以降の支出予定額等に関する調書、１１７ページには地方債の前々年度末における現

在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書を添付しており

ます。後ほど御高覧いただきたいと思います。 

 また、別冊で平成２４年度予算の編成方針、予算編成要領、特別会計を含めた当初予算

の概要、長期総合計画に定めた政策目標に沿った事業一覧を添付させていただいておりま

すので、合わせて御高覧いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 建設部長 阪口政弘君。 

○建設部長（阪口政弘君）（登壇） それでは、議案第５６号 平成２４年度紀の川市住

宅新築資金等貸付事業特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 特別会計予算書１ページをごらん願います。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，５００万円とするもので、
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対前年度比２０．３％の減でございます。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び金額は２ページ、３ページの「第１表 歳入歳出予算」

のとおりでございます。 

 主な内容につきましては、歳入では事項別明細書の７ページにございますように、５款

２項１目貸付金元利収入において、現年分滞納繰越分で３，４００万１，０００円の計上

でございます。現年度分では完済による対象債権の減少、また滞納繰越分では訪問償還指

導の進ちょくによりまして、前年度より７５９万６，０００円、１８．３％の減でござい

ます。 

 次に歳出では、８ページにございますように、１款１項１目住宅新築資金等貸付事業費

において繰出金で１，４００万円の計上であり、前年度より１，０００万円の増でござい

ます。 

 ９ページに移りますが、２款１項１目元金、利子において平成２４年度の長期債元金利

子が昨年度に比べ１，８４０万４，０００円、６１．８％の減に伴い、支出の減少分を一

般会計への繰出金に充当の予算計上となってございます。 

 以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 議案書８７ページの議案第５７号 平成２４年度紀

の川市土地取得事業特別会計予算について、補足説明をさせていただきます。 

 別冊の補正予算書の１８ページをお開き願います。 

 平成２４年度紀の川市土地取得事業特別会計予算歳入歳出予算 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

 １９ページをお開き願います。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入では、財産収入として基金利子８０万円を見込み、歳出では同額を土地開発基金に

積み立てをするものでございます。 

 土地取得事業特別会計については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 市民部長 北林佳髙君。 

○市民部長（北林佳髙君）（登壇） それでは、私のほうから議案第５８号から議案第６

０号までの３特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 別冊の特別会計予算書の２５ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２４年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算ということで、歳入歳出予算

の総額は歳入歳出それぞれ８２億９，５００万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」に

よるところでございます。 
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 第２条として、一時借入金の借り入れの最高額を２５億円と定めるものでございます。 

 それから、第３条として、歳出予算の流用ということで、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合として、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足が生

じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用とするものでございます。 

 第１表の歳入歳出予算の歳入につきましては２６ページ、２７ページ、歳出につきまし

ては２８ページ、２９ページ、また歳入歳出予算事項別明細書は３０ページから４３ペー

ジとなってございます。 

 平成２４年度の予算規模につきましては、前年度と比べまして１億４，７００万円の増、

率にして１．８％の伸びを見込んでございます。 

 主なものについて、歳出から御説明申し上げたいと思います。 

 ３１ページの歳入歳出事項別明細書をごらんいただきたいと思います。 

 まず、歳出でございますが、加入世帯数につきましては１万１，０００世帯、被保険者

数で２万８５０人と見込み、算定してございます。 

 ２款の保険給付費につきましては、療養給付費高額療養費について、一般保険者数の減

が見込まれることから、５７億４，８９７万円を見込み、前年度と比べまして５，８３８

万８，０００円の減でございます。 

 それから、３款後期高齢者支援金等につきましては、後期高齢者の医療費が増加してい

ることから、９億１，０４２万３，０００円を見込み、１億５４４万円の増、それから７

款共同事業拠出金、前年度以前の実績等の増により９億９，５０６万４，０００円、７，

１２６万７，０００円の増となってございます。 

 次に歳入でございますが、３０ページにお戻りいただきたいと思います。 

 まず、１款国民健康保険税につきましては、１８億２，７６０万円、４，６２６万８，

０００円の増でございます。 

 次に、国民保険制度の公費負担につきまして、財政運営の都道府県単位化を円滑に進め

る等のため、県の調整交付金が給付費等の７％から９％に引き上げられ、これに伴いまし

て国の税率負担が給付費等の３４％から３２％に引き上げる見込みであることから、３款

国庫支出金で２１億８，６９４万８，０００円、４，８６６万１，０００円の減。 

 ６款県支出金におきましては、４億５，７３７万５，０００円、１億２，３２４万７，

０００円の増を見込んでございます。 

 ９款繰入金につきましては、５億８３万４，０００円、１億８，０９０万３，０００円

の減でございます。このうち、国民健康保険事業運営基金からの繰入につきまして、１億

６７４万円の繰入を見込んでございます。 

 続きまして、議案第５９号 平成２４年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別

会計予算について、御説明いたします。 

 特別会計予算書の４５ページをお開き願いたいと思います。 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７，６３０万円と定める。 
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 第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を２，３００万円と定めるものでございます。 

 平成２４年度の予算規模につきましては、前年度に比べ２６０万円の減、率にしてマイ

ナス３．３％となってございます。鞆渕診療所の運営に要する医師の報酬をはじめ、看護

師職員等の人件費、医療診療にかかる経費を計上してございます。 

 ４６ページ、４７ページに款項別の歳入歳出予算、４８ページから５３ページにかけて

歳入歳出事項別明細書を、また５４ページから６２ページに給与費明細表等を添付させて

いただいております。 

 続きまして、議案第６０号 平成２４年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につい

て、御説明申し上げます。 

 特別会計予算書の６３ページをお願いいたします。 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億３００万円と定めるものでご

ざいます。 

 第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条 一時借入金につきましては、借り入れの最高額を４億３，０００万円と定める

ものでございます。 

 平成２４年度の予算規模につきましては、前年度と比較いたしまして９，９００万円の

増、７．６％の増となってございます。 

 事項別明細書６６ページをお願いします。 

 歳入の１款保険料の現年課税分につきましては、高齢者の医療に関する法律の規定によ

りまして、保険料の改定はおおむね２年を通じ、財政の均衡を保つことができるものでな

ければならないとされております。本年度は、その改定年度となってございまして、保険

料の上昇が見込まれますことから、保険料の増額化を抑制するため、平成２２年度及び平

成２３年度において生じると見込まれる剰余金、県の財政安定化基金をあて、現行保険料

率の均等割額４万２，６４９円を４万３，２７１円に、また所得割率を７．９１％を８．

２８％に、和歌山県後期高齢者広域連合において改定されます。 

 保険料の４億５，２９８万円につきましては、広域連合で決定されました保険料率に基

づき、被保険者から市が特別徴収、または普通徴収の方法によって徴収すべき保険料等を

計上してございます。 

 ３款繰入金につきましては、事務費・保険料の現年分及び医療給付費にかかる療養給付

費負担金について、一般会計において負担すべき所要額を繰り入れするものでございます。 

 次に、６７ページをごらんいただきたいと思います。 

 歳出の１款総務費につきましては、医療事務及び徴収にかかる所要の経費を計上してご

ざいます。 
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 ２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、被保険者の方から徴収した保険料

及び一般会計から繰り入れました保険基盤安定繰入金、療養給付費繰入金等の納付すべき

所要の負担額を計上してございます。 

 また、３款保健事業費につきましては、脳ドック受診につきまして前年度より１０名増

の３０名分１５６万円の委託料を計上してございます。 

 以上で、議案第５８号から議案第６０号までの３議案についての説明を終わらせていた

だきます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 保健福祉部長 藤戸敏成君。 

○保健福祉部長（藤戸敏成君）（登壇） それでは、議案第６１号 平成２４年度紀の川

市介護保険事業勘定特別会計予算について、御説明させていただきます。 

 特別会計の当初予算書７２ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２４年度の紀の川市介護保険事業勘定特別会計の予算につきましては、歳入歳出そ

れぞれ５７億２，６００万円と定めるもので、対前年度比で２億７，５００万円の増、率

にして５％の増となってございます。 

 また、一時借入金の借り入れ最高額は１８億円と定め、予算流用の規定は第３条のとお

りでございます。 

 第１表の歳入は７３ページから７４ページ、歳出は７５ページから７６ページ、詳細説

明の事項別明細書につきましては７７ページ以降になっておりますので、ごらんいただき

たいと思います。 

 総括いたしまして、平成２４年度予算につきましては、編成時期の関係上、平成２３年

１０月ごろの実績から決算見込みをはじき出して、それに伴い本年９月、貴志川地区に開

始予定の特別老人ホームの創設の要因を考慮して、所要額を計上いたしております。 

 ６５歳以上の第１号被保険者数は、平成２３年１０月現在で１万７，２３７人、前年に

比べて３６人の増となっており、また介護認定者数は４，０６６人、１５５人の増となっ

ております。 

 歳出の増額の主な要因は、２款保険給付費で新たに開始予定の施設、介護給付費の増加

を見込んだ、また在宅介護サービス費、特に平成２３年度に引き続き、医療系のサービス

の増加と合わせ、サービス給付費増によるサービス計画費の増、また平成２４年度より介

護報酬の改定等による予算措置で５４億８，６２７万円を見込み、昨年度に比べ２億４，

６１２万円の増となっています。 

 歳入については、第５期事業計画に基づく第１号被保険者の保険料率に基づく予算措置

と合わせ、給付後に則した見込み額の予算措置を、代替補てんとして時限的に創設された

財政安定化特別交付金を加えた準備基金６，４４９万１，０００円を繰り入れる財源措置

を講じているところでございます。 

 以上、総括でございますが、御審議いただき、御可決賜りますようよろしく申し上げま

す。 
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○議長（西川泰弘君） 建設部長 阪口政弘君。 

○建設部長（阪口政弘君）（登壇） それでは、議案第６２号から議案第６４号までの３

議案について、御説明申し上げます。 

 特別会計予算書の９２ページをごらんいただきたいと思います。 

 まず、議案第６２号 平成２４年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算につきまして、

第１条の予算総額は歳入歳出それぞれ１７億１，１００万円で、対前年度比６．１％の減

でございます。 

 ２項の予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」のとおり

です。 

 第２条は、９６ページの第２表のとおり、地方債について定めてございます。 

 第３条で、一時借入金の借り入れ最高額を５億２，０００万円と定めてございます。 

 予算内容につきましては、事項別明細書の９７ページをお開き願います。 

 歳入の主な内容ですが、１款分担金及び負担金では、下水道に接続があった場合の受益

者分担金並びに受益者負担金を計上してございます。 

 受益者分担金並びに負担金合計の対前年度比は１３．１％の増でございます。 

 ２款使用料及び手数料では、下水道使用料並びに指定工事店と責任技術者の登録手数料

を計上してございまして、対前年度比１７．８％の増でございます。 

 ３款国庫支出金では３億８，２５０万円の計上で、対前年度比６，１％の減となってご

ざいます。 

 ９款市債では６億９，３５０万円で、対前年度比１９．１％の減でございます。 

 その他につきましては、ほぼ前年度並みでございます。 

 次に、９８ページからの歳出の主な内容でございますけれども、１款総務費においては、

ほぼ前年度並みで対前年度比１．７％の増となってございますが、１目一般管理費につい

ては、職員１名の減と２目施設管理費については、１９節において計上してございます流

域下水道維持管理負担金が対前年度比１８．６％の増となったために相殺され、若干の増

となってございます。 

 ２款事業費では、１２億１，７３４万３，０００円で、対前年度比１３．４％の減で、

公共下水道の事業内容といたしましては、１０４ページの１５節工事請負費に７億４，２

１０万円を計上し、約２５．６ヘクタールの面整備と新たに約２９．３ヘクタールの区域

について供用開始を予定してございます。 

 また、２目の流域下水道事業費では、紀の川市中流流域下水道事業建設負担金並びに処

理場周辺整備事業における紀の川市の負担金を計上してございます。 

 紀の川市の公共下水道事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 次に、議案第６３号について、御説明申し上げます。 

 特別会計予算書の１１５ページをごらん願います。 

 平成２４年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算について 
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 第１条で予算の総額は、歳入歳出それぞれ４，８１０万円と定めてございます。対前年

度比較で０．８％の減となってございます。 

 ２項の予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」のとおり

でございます。 

 第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を１，５００万円と定めてございます。 

 予算内容につきましては、事項別明細書の１１８ページをお開き願います。 

 まず、歳入の主なものは、２款の使用料及び手数料における下水道使用料、並びに４款

繰入金における２項基金繰入金は、ほぼ前年どおりとなってございます。 

 ６款諸収入につきましては、消費税及び地方消費税還付額が減額となってございます。 

 次に、１１９ページからの歳出でございますが、１款総務費で対前年度比で約０．９％

の減となってございます。節ごとの支出内容はほぼ前年度並みでございます。 

 続きまして、議案第６４号について、説明申し上げます。 

 特別会計予算書の１２５ページをごらん願います。 

 平成２４年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算について 

 第１条で、予算の総額は歳入歳出それぞれ３，２７０万円と定めており、対前年度比は

１３．５％の減となってございます。 

 ２項の予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」のとおり

でございます。 

 第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を９９０万円と定めてございます。 

 予算内容につきましては、事項別明細書の１２８ページをお開き願います。 

 まず、歳入につきましては、２款の使用料及び手数料の１項使用料につきましては７１

３万６，０００円で、対前年度比１７．７％の増で、理由といたしましては善田処理区で

の新規加入移殖による使用料の増でございます。 

 また、６款諸収入につきましては、善田農集の工事完了のため、消費税及び地方消費税

の還付がなくなったため、９９．９％の減となってございます。 

 次に、１２９ページの歳出では、１款の総務費が善田農集の実績ができましたので、対

前年度比約３４．９％の減となってございます。 

 以上、３議案につきまして、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） 水道部長 今井辰巳君。 

○水道部長（今井辰巳君）（登壇） それでは、議案第６５号 平成２４年度紀の川市簡

易水道事業特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 特別会計公営企業会計予算書１３５ページをお開きください。 

 第１条では、予算総額、歳入歳出それぞれ２億３，１００万円と定めてございます。対

前年度比３０．８％の減となっております。この主な要因は、西川原簡易水道再編推進事

業並びに黒川簡易水道拡張事業が平成２３年度に完成することに伴い、減額となったもの

でございます。 
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 第２条では基礎地方債について、第３条では一時借入金の限度額を７，０００万円と定

めてございます。 

 １３８ページをお開きください。 

 地方債についてでございます。起債の目的は、簡易水道施設事業、限度額は１億４，６

８０万円、起債の方法、利率、償還方法は記載しておりますとおりでございます。 

 次に事項別明細書の１４１ページをお開きください。 

 歳入の主なものについて御説明いたします。 

 ２款１項１目の使用料につきましては、平成２３年度の実績見込みから料金収入を予測

してございます。 

 ７款１項１目の市債につきましては、平成２４年度に計画をしております簡易水道再編

推進事業、及び水道未普及地解消事業の財源のための起業債借り入れ予定額を計上してご

ざいます。 

 次に、１４３ページをお開きください。 

 歳出につきましては、１款衛生費における人件費、需用費、役務費等は例年とほぼ増減

がございません。 

 １３節の委託料につきましては、前年度に比べまして７，７９２万６，０００円の増額

となってございます。この主な理由は、新規事業といたしまして高野五百谷簡易水道再編

推進事業に伴います測量設計費、及び鞆渕細野地区水道未普及地解消事業に伴う測量設計

費を計上したものでございます。 

 以上でございます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 農林商工部長 林 信良君。 

○農林商工部長（林 信良君）（登壇） それでは、議案書の９６ページの議案第６６号 

平成２４年度紀の川市池田財産区特別会計予算についてから、１０６ページの議案第７６

号 平成２４年度紀の川市平池財産区特別会計予算についてまでの１１議案につきまして、

一括説明をさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 別冊の平成２４年度紀の川市特別会計予算書の１５３ページから記載いたしております。 

 池田財産区をはじめとする各財産区特別会計につきましては、それぞれ歳入歳出予算の

総額、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額を定めており、地方自治法第２

１１条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 平成２４年度予算の計上にあたっては、前年度実績等、十分精査を行った上で各財産区

の管理運営に要する経費、林道修繕費や森林保育事業など必要経費を計上させていただい

ております。 

 特に本年度は、池田財産区と田中財産区において貸与地にかかる森林台帳の整備を実施

するために、臨時職員の人件費を一般会計へ繰り出す予算措置も講じてございます。 

 以上、１１議案につきまして、御審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 水道部長 今井辰巳君。 
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○水道部長（今井辰巳君）（登壇） それでは、議案第７７号及び議案第７８号について、

御説明申し上げます。 

 特別会計公営企業会計予算２３８ページをお開きください。 

 議案第７７号 平成２４年度紀の川市水道事業会計予算について、御説明いたします。 

 最初に、第２条で業務の予定量を定めてございます。給水戸数は、対前年度比３８３戸

の増、年間総給水量、１日平均給水量につきましてはほぼ前年度並みでございます。 

 第３条では、収益的収入及び支出にかかる予定額を定めてございます。 

 水道事業収益につきましては、１３億３，０６８万４，０００円で、ほぼ前年度並みの

３．８％の減を見込んでございます。 

 また、水道事業費用につきましては、１２億７，２３８万６，０００円で、前年度に比

べ６．６％の減となっております。この主な要因といたしましては、営業費用における原

水及び浄水施設の修繕費並びに受託工事費の減額でございます。 

 次に、第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めてございます。 

 まず、資本的収入につきましては、３億１，２３９万５，０００円で、前年度に比べ１

９４．５％の増でございます。増額の主な要因ですけれども、前年度にはなかった起業債

を計上したことによるものでございます。 

 また、資本的支出につきましては、７億９，８９３万６，０００円で、前年度に比べま

して１５．２％の増でございます。この主な要因は、老朽化に伴う配水池の築造工事やろ

過池のこうせい工事、並びに送水専用管の敷設工事等を計上したためでございます。なお、

資本的収入が資本的支出に対し不足する４億８，６５４万１，０００円は、過年度分損益

勘定留保資金、減債積立金等で補てんするのでございます。 

 次の２３９ページをお願いいたします。 

 第５条では、起債借り入れにかかる限度額と借り入れ条件を、第６条では一時借入金の

限度額を、第７条では各項の経費の流用可能項目を、第８条では議会の議決を経なければ

流用することができない経費について定めてございます。 

 また、第９条として棚卸資産購入限度額を定めてございます。 

 なお、２４０ページ以降は水道事業会計予算にかかる実施計画並びに説明書となってお

りますので、後ほどごらんおきいただきますよう、お願い申し上げます。 

 続きまして、特別会計予算書２６８ページをお開きください。 

 議案第７８号 平成２４年度紀の川市工業用水道事業会計予算について、御説明いたし

ます。 

 第２条では、業務の予定量を定めてございます。 

 第３条では、収益的収入及び支出にかかる予定額を定めてございます。工業用水道事業

収益につきましては３，６０５万２，０００円で、ほぼ前年度並みの３．６％増を見込ん

でおります。事業費用につきましては３，５２０万７，０００円で、前年度に比べ１３．

９％の増となってございます。この主な要因は、営業費用における減価償却費の増額でご
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ざいます。 

 第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めてございます。資本的支出につきまし

ては、１，５５３万２，０００円で、前年度に比べ３４．８％の増となってございます。

この主な要因は、施設改良のための工事請負費を計上したためでございます。 

 なお、資本的収支において不足する１，５５３万１，０００円は、過年度分損益勘定留

保資金、減債積立金等で補てんするものでございます。 

 次の２６９ページをお開きください。 

 第５条で一時借入金の限度額、第６条では各項の経費の流用可能項目を、第７条では議

会の議決を経なければ流用することができない経費について定めてございます。 

 なお、２７０ページ以降は、工業用水道事業会計予算に関する実施計画並びに説明書と

なっております。後ほどごらんおきいただきますよう、お願い申し上げます。 

 以上でございます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 農林商工部長 林 信良君。 

○農林商工部長（林 信良君）（登壇） それでは、議案書１０９ページの議案第７９号 

土地の処分について、御説明申し上げます。 

 議案第７９号 土地の処分について 

 紀の海広域施設組合ごみ処理施設用地として、下記のとおり土地を処分したいので、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

 記といたしまして、 

 １ 所在地 紀の川市桃山町最上字亀澤１２９０番１の一部、 

 ２ 数量 ７万６，６５３平方メートル、 

 ３ 処分の方法 売買、 

 ４ 処分価格 ６，１３２万２，４００円、 

 ５ 契約の相手方 紀の川市貴志川町神戸３２７番地１ 

   紀の海広域施設組合管理者 中村愼司 でございます。 

 提案理由といたしましては、紀の川市最上、神戸、市場、元財産区の土地を紀の海広域

施設組合ごみ処理施設用地として売却するためのものでございます。 

 なお、土地処分箇所の位置図等につきましては、資料といたしまして議案書の１６９ペ

ージ、１７０ページに記載いたしてございますので、ごらんおきいただきますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

 以上、御審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西川泰弘君） 水道部長 今井辰巳君。 

○水道部長（今井辰巳君）（登壇） それでは、議案第８０号及び議案第８１号について、

御説明申し上げます。 

 議案書の１１０ページをお開きください。 
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 議案第８０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について、御説明いたしま

す。 

 辺地にかかる公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり変更することについて、辺地に

かかる公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置に関する法律第３条第９項におい

て準用する第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 提案理由といたしまして、平成２２年第１回紀の川市定例会において、議決を得ました

紀の川市西川原辺地総合整備計画について、事業費の増額により辺地対策事業債の予定額

を変更するためでございます。 

 次の１１１ページ、１１２ページに総合整備計画を添付してございます。１１２ページ

は、変更調書となってございますので、御高覧いただきますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案書１１３ページをお開きください。 

 議案第８１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について、御説明いたしま

す。 

 辺地にかかる公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定することについて、辺地に

かかる公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 提案理由といたしまして、紀の川市における総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、

平成２８年度を目標年次とする、辺地にかかる公共的施設の総合整備計画を策定するに当

たって、県知事と協議し、総務大臣に提出するためでございます。 

 次の１１４ページから１１７ページまでは、上鞆渕、中鞆渕、下鞆渕辺地、並びに東部、

これは細野地区ですけれども、東部辺地の総合整備計画でございます。この地域には、公

共の水道施設がなく、渇水期の水不足、降雨による水質悪化等、安全で安心な生活用水確

保に大きな障害をかかえた状態での生活を強いられております。 

 近隣の簡易水道施設を本地域まで延長することで、安定した水源の確保や環境対策、並

びに施設や水質の維持管理体制の強化を図るため、平成２４年度から平成２８年度の５年

間で施設を整備するものでございます。 

 次に、１１８ページをお開きください。 

 高野辺地総合整備計画でございます。本地域につきましては、公共の水道施設である簡

易水道を利用しておりますが、水源が乏しく、頻繁に水不足が生じており、近隣の上水道

につなげることにより、安定した水源の確保や環境対策、並びに施設の水質の維持管理体

制の強化を図るため、上水への統合整備事業を平成２４年度、平成２５年度の２カ年で整

備するものでございます。 

 以上でございます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（西川泰弘君） ほかに補足説明はありませんか。 

〔「なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） なければ、提案理由の説明を終わります。 
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 お諮りいたします。 

 ただいま議題になっております日程第４のうち、諮問第１号から諮問第４号までの人権

擁護委員候補者の推薦についての４件と、議案第１号から議案第２４号までの各財産区管

理委員の選任についてまでの２４件の計２８件につきましては人事に関する案件でありま

すので、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託、討論を省略し、本日直ちに

質疑、採決まで行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号から諮問第４号、並びに議案第１号から議案第２４号までの計

２８件については、本日直ちに、質疑、採決を行うことに決しました。 

 まず、諮問第１号から諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について、質疑、採決を

行います。 

 これより、諮問第１号から諮問第４号に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 質疑なしと認めます。 

 それでは質疑を終結します。 

 これより、順次採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 諮問第１号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号は原案のとおり適任者とすることに決しました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第２号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第２号は原案のとおり適任者とすることに決しました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第３号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第３号は原案のとおり適任者とすることに決しました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○議長（西川泰弘君） 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第４号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第４号は原案のとおり適任者とすることに決しました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 次に、議案第１号 田中財産区管理委員の選任について質疑、採

決を行います。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 質疑なしと認めます。 

 それではこれで質疑を終結します。 

 それでは、お諮りいたします。 

 議案第１号について、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 続きまして、議案第２号から議案第７号 長田竜門財産区管理委

員の選任について質疑、採決を行います。 

 これより、議案第２号から議案第７号までの６議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。 

 議案第２号から議案第７号 長田竜門財産区管理委員の選任についての６議案は、一括

して採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議がないようですので、一括して採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第２号から議案第７号 長田竜門財産区管理委員の選任についての６議案は、原案

のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第２号から議案第７号までの６議案については、原案のとおり可決さ

れました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 続きまして、議案第８号から議案第１４号 竜門財産区管理委員

の選任について質疑、採決を行います。 

 これより、議案第８号から議案第１４号までの７議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。 

 議案第８号から議案第１４号 竜門財産区管理委員の選任についての７議案は、一括し

て採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議がないようですので、一括して採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第８号から議案第１４号 竜門財産区管理委員の選任についての７議案は、原案の

とおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号から議案第１４号までの７議案については、原案のとおり可決

されました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 続きまして、議案第１５号から議案第２１号 南北志野財産区管

理委員の選任について質疑、採決を行います。 

 これより、議案第１５号から議案第２１号までの７議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。 

 議案第１５号から議案第２１号 南北志野財産区管理委員の選任についての７議案は、

一括して採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議がないようですので、一括して採決を行います。 

 お諮りいたします。 
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 議案第１５号から議案第２１号 南北志野財産区管理委員の選任についての７議案は、

原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号から議案第２１号までの７議案については、原案のとおり可

決されました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） 続きまして、議案第２２号から議案第２４号 静川財産区管理委

員の選任について質疑、採決を行います。 

 これより、議案第２２号から議案第２４号までの３議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 議案第２２号から議案第２４号 静川財産区管理委員の選任についての３議案は、一括

して採決を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議がないようですので、一括して採決を行います。 

 お諮りします。 

 議案第２２号から議案第２４号 静川財産区管理委員の選任についての３議案は、原案

のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（西川泰弘君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２２号から議案第２４号までの３議案については、原案のとおり可

決されました。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（西川泰弘君） これをもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 なお、あすより３日間休会とし、２月２８日火曜日午前９時３０分より再開いたします。 

 御苦労さまでした。 

（散会 午後 ２時０９分） 

 

 

 


